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疑経 と讃偈 『念仏超脱輪廻捷径経 』 形成 の 諸問題

柴　 田 泰

閊題 の 所在

　
・、経 録 ・疑 経研 究 の 諸例

二 、　
『念仏超脱 輪廻捷径経 』 関 係 資料 と本経 の 構成

三 、 〈阿弥陀仏真金色偶〉 の 撰 者択 瑛 と当偈 の 内容

四 、 S ．4474　〈十 念文 〉 に つ い て

五 、弥陀三 尊 ・
地蔵 菩薩 の 十 念作法

六 、弥陀 三 尊 ・清浄大海衆菩薩 の 多称 念仏

　 1 、そ の 原形 　　 2 、宋代浄 ヒ教 で の 状 況

七 、　〈回向発願偈〉 に つ い て

結　　論

　附 1 　既 出念仏一覧

　附 2　 『究意大悲経 ．1 と
「
臥 輪禅師 偈 1 関係資料

問 題の 所 在

　敦煌 文献 の 発 見は 、それ ま で の 中国仏教研 究に 新た な資料 を提供 し、それ に よ っ て著 しい 成果が

表 わ れ て い る。と りわけ 、中国人 に よ っ て 創作され た 疑経 と 、時 々 の 信仰 と思想 を発露 した 讃 ・偈

文の 新 しい 諸資料は 、それ ま で 全 く知 られ て い な か っ た 中国仏教 の 隠 され た 実態 、庶民 社 会で の 様

相 を伝 える好個 の 資料 と して 、今 日 、こ の 分 野 の 石ll究 は 、敦煌文 献 を無視 して は 語 れ な い 状 況 とな

っ て い る。

　疑経研 究の 分野に つ い て 言えば 、か ・
っ て、偽経 とい う点 で 排 斥 され な が ら も、凵本 に 伝 え られ残

さ れ た 僅か な疑経 と諸経録 に載 せ られ た題 名 の み を依 り ど こ ろ と して 研 究 さ れ て い た が 、近年 で は

敦 烽 文献 の 新 た な 多数 の 疑 経 が 知 られ る よ うに な り、そ れ こ そ が 歴 史の 表面 に 華や か に 登場 しな

い 、中国社会の 大衆信仰 を示 す 貴重 な資料 と して 見直され 、中国仏教研究に お け る重要 な分 野 を 占

め て い る 。 こ うした 疑経 研究 の 成果 は、すで に 望 月信亨 、匁吹慶輝両 博士 に よ っ て 、夫 々 扱 う資料

を異に して示 され た が Lii現 在 で は 、牧田 諦亮博士 の
『疑経研 究』

／ILI，
をそ の 総 合的 成 果 と見做す こ と

が で きる で あろ う。

注　本稿 は ．昭 和 脇 年 度 「
凵 乍」11」度学 仏 教 学 会 」 に お い て

「疑 経 形 成 に っ い て の 一
私 見 」 と題 し て 発 表 し た

一部 を袖

　ユL 加 筆 した もの て あ る 。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

2 柴　田 泰

　讃 ・偶 文、広 く敦煌 文学 文献 の 研 究分野で
1
は ．干重 民、入 矢義高、金岡照光 博十 等 の 主に 中国文

学 ・中国哲学 の 分野で の 成果 が知 られ て い るが fi’i 仏教学の 分野 で も、す で に塚 本善隆博‡
『唐中

期の 浄土 教 』以来、現 在 で も陸続 と新た な資料が 紹介され 、秀 れた論 考か 発表 され て い る。

　筆者 も、こ うした先学 の 成果に 教 えられ て 、と くに 浄土教 に 関係する疑経 と敦婢 仏教文献の櫨 索 と考

證 を続け て い るが 1
・iZ

“稿 で は 、偶 々 そ の 過豬 で気づ い た 疑経 の 形 成、或 い は 成立 に関する讃・偶文 との 関

連性 に つ い て 、
「
念仏超 脱 輪廻捷 径 ｛

’L−E．1 を取 上 げ 、そ の 形成 に 関係す る諸問題 を考察 し ようと思 う。

　そ こ で 、初め に 疑経形成の 要因、成立 の 背景に つ い て 、従 来の 見解 を挙げる と、牧 田諦亮博士 が

ま と め られ た 六種 の 分 類が
L・’i

　R く知られ て い る。博十 は、は じめ に 望 月信 亭博 士 の 教学的思想的背景

を紹 介 され た あ とに 、疑経成立 の 要因 と して 、次 の 六椡 こ 分類 され た 。

　（一一う 主権者 の 意に 副 わん と した もの

　〔．O　主権 者の 施政 を批判 した もの

　の　中国伝統想想 とフ）調和や優劣 を考慮 した もの

　個 　特定 の 教義信仰 を鼓ロ欠した もの

　  　現 存 した特定 の 個 人の 名を標 した もの

　〔ブ・） 療病 迎福 な どの ため の 単 な る迷信に 類す る もの

　以 上 の 諸要因 を、強 い て まとめ る とすれ ば 、〔
一う、口 は 主権 者に 係わ る と い う点 で政 治 的要因、の

画 は 中国思想 、仏教思想な どに 関す る思想的要因、例 、因 は社 会に著名な人物 、俗信 な どの 社会的

要 因 と 見做す こ とが で き、そ こ に は疑経 形成 の 背景 となるす べ て の要 因か 、それ に相応する典 型的

疑経 と と もに 考證 され て い る。こ の よ うな諸要因を教 えられ る と き、われ わ れ は 疑経形 成 に 係 わ る

す べ て の 背景が網羅 され 成立 して い く生 き た 疑 経 の 働 きを知 る で あ ろ う。博 上 の 六 種 の 分類 は 、わ

れ わ れ が 疑 経 を考證 する 際に 極 め て参考 となる ば か ト1で な く、讃 ・偈 文などの敦煌文 献 を扱 う場合

に も裨益 され る もの である が 、本稿で は、こ の 秀れた成果 とは 異 な っ た 視点 か ら 、ま た 別 の 要因 を

指 摘 した い の である、

　 すなわ ち 、以 トの 政 治 的 、思想的 、社会的諸要因 とは また 別に 、疑経そ の もの の 構成をみ る とき、

疑 経形 成 の
一要因 として 、中国で 疑 経 を意図 しな い で 創作され た資料 、こ こ で は 讃 ・偈文 な どが 疑

経 化 され る こ と、或 い は 疑経 の
一．・

部 に 係 わ り組 み 込 まれ る、とい う点 を論証 し た い の で あ る。こ っ

した 構成的要 因 と もい うべ き成果 として は 、望 月信亨博 十 が 、イ ン ド撰述漢訳経 論 の 影響三に よっ て

作 られた数点 の 偽 疑経論 を
．…

部 対｝i負して論証 され て い るが ∵　こ こ で は ．それ を発 展 させ た 意味で

中国で 創作 され た ii漏資 料 、讃 ・偈文 な どが 疑経 の
一

構 成要素に な ．
っ て い る こ とを

『
念仏 超脱輪廻捷

径 経 j を取 ．I！rて 指 士「：lllしよ う と 思 う：
1
．

1 ［； 望 月信 亠；L 「浄」 教・v ）起 原 及 発達 」 PP 　l3：t ．Lt57，

　 　 　 同 　　
「

仏 教 史の 諸石膨 ヒ．ユ PPl 劉
一166・

　　　 同　　　「fム孝『気斈
・f，4TyN．」t’：史 liM

”
t』　pP　Lt99− 5：号L

　　ノ」
1膿 埆… 11！”，1　

・
　thこi

’
；懈 説 、 第

一
部PF， 178 ．204，節二 部 PP・】16

−1凪 15ti− IS　lg．　．

〔2 ： 牧 臨 続
・賠 査｛耽 、

r昭 榔 L・i・、・献 、
・

＼ 嬬
・
描

’
制 蘭 f：1一 譜 は Illl　L ・・それ まて ・擬 1細 1ヲヒ・1敝 燃 成 し た

　 もの て
’
あ る 、

〔：“ 　金 li嚇 1光 鞠i 「敦，lll出 」 文 学 文 献 分 類 目録 附 角ギ説』 騎 5己之 自i：、

　　　 Ll1」　 『敦蛇 の
．
文学 』 参 κ文献 参 貝｝i。

．
：、｝：1 拙 稿

r
浄
一1．教関係 疑 経 典の ｛in

・
究．、　Il ．IGI 、　J

’
札幌 大 谷 知 大 研 究 紀 要 ⊥ 第6 ’9写

．・1・
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疑経 と讃偈　．一『念仏 超 脱 輪廻捷径経」 形成a）詒問題 3

　　　 同
一
敦煌 文献 の 浄 十 思 想 」 （

「印 V，ナ1」第26巻第 2 号）な ど。

〔5｝　牛文田言帝亮　L1　f｝　i丿　tVJ書』　pp．4〔〕
− 84，　116− 118。

（6） 望 月信 亨 『浄 土 教 の 起原 及 発 達』 pp ．167 ．−18Z 、Lt77な ど、

　　　 1司　 「fム教 紊歪典 成立 史論 」 pp．382
− 388、457− 47Dな ど。

（7） す で に 大乗経典 の 成立 史的研 究 では 、現 行の 粁 典か 初め か ら現行 の 形態 てあ っ た の で は な く、始め は 幾つ か の 累

　材、要 素が 部 分 的 に 成立 L 、や か て それ らか 合糅 し新 た な 要素か 附加 し修i卜．増補 され て 現 行の 形 態に な っ た 、と い

　 うの か 通 説 で あ る 。 浄士 経典 に 限 っ て 言 えば 、『無 量 寿 臨 の 対 告 衆 の 違 い 、本 願 数、「五 悪 段 」 、『観 無量 寄経 』の 定善

　十 三 観 と散善三 観 、「阿 5郷它経』の
「
六 丿∫段 1な ど 〔た とえは

’
、藤 田宏 達 「原 始 浄土 思 想 の b！f究 』　Pp．167− 221、山 田

　明爾
「
観経 攷 」

『竜大論集』 第408 号 、拙 稿
1「阿 弥陀 経』 フ

「
、方 諸 仏 の 異 名」

『印 1！訓 』第23巻第 2VJ．な ど 参照 ）が 考 言11
．

　 さ れ て い る。そ うで あ る な ら、疑経 の 成 立 に 関 L て も同様 の こ とか 考え られる わ け で あ り、そ こ に 幾つ か の 素材か

　 あ っ て もよ い こ とに な る。本稿 は そ う した一試 論 に す ぎ な い が 、疑経 の 成立 史的研 究 と もい うべ きこ の 分野は 今後

　益 々 必 要 に な っ て く る の で は なか ろ うか ご

一
、 経録 ・ 疑経研 究の 諸例

　 本稿 の 意図である讃偈 などが 疑経 の 構成要素に な る こ との 正 当性 をよ り客観的に保証す るため に 、
『念仏 超脱輪 廻捷 径 経 』 形 成の具体 的 諸問 題を論 及す る前段 階 と して 、こ こ で は諸経 録 ・従 来の

疑 経研 究な どを再点検 し、それ を支持す る諸事例 を指摘 し傍証 と し ょ うt、

　 まず 、諸経録が 明 らか に疑 経 と査 定した もの の 中か ら1：’ お そ ら くそ の 原型 ・内谷が 讃偈 と予想

され る経名を調 べ る と、

　 七仏 各説偈経 〔『出三 蔵記集』 巻 4 、　『歴代三 宝紀』 巻 11、　『開元録 』 巻 5 、ユ4、18、　「貞元録

　　　　　　　　 』　巻 8 、　24、　28〕

　深 自知身偈経 〔出 4 、 『法経録』 巻 4 、歴 11、 「仁寿録 』 巻 3 、
「
静泰録 4 巻 3 、 4 、開 18、貞

　　　　　　　　 28〕

　 衆経 要攬法偈 〔出 5 、歴 11、　『内典録 』 巻 10、開 18、貞28〕

　 太子讃経 〔法 4 、仁 4 、静 4 、内 10、　「武周録 』 巻 15、開ユ8、貞28〕

　 四讃偈及七仏名字礼懺経 〔武 15、開 18、貞28〕

な どが あ る。こ れ らの 経典は経題 か ら考 えて も、経録記載 の 推 移 をみ て も、初め は 失訳 或 い は 疑惑

の 讃偈 ・礼懺 文 であ っ た もの が 、後に 疑経 と見做 された で あろ う こ とは 容易に 推定で きよ う？

　更に 、疑経 と査定され て は い な い が 、失訳 、欠 本、異経 、抄経 、別生 、別行経 な ど と経録に よっ

て 査定か 変 り、しか も極め て疑惑 を有す る経典 と して は 、

　五 百 偈経 〔，

bl13
、法 ／、仁 5 、静 5 、武 ユ2、開 4 、15、貞 6 、25〕

　群生 偈経 〔出 4 、法 4 、歴 5 、武ll、開 2 、15 、貞3 、25〕

　讃 七仏 偈経 〔出 4 、法 1 、歴 4 、静 5 、内 ユ 、武 11、開 1 、15、貞 2 、25〕

　仏清浄喝経 〔出 4 、開 5 、14、貞8 、24 〕

地 獄讃経 〔法 4 、t13、静 3 、 4 、開16、貞26〕

　群牛偈経 〔仁 3 、静 3 、武 ll〕

な ど が ある．こ れ ら は すで に 散 失 し、イ ン ド撰述 か ど うか の 真 偽 は 定め 難 い が 、こ こ で は そ の 真偽
を問 う の が 目的 で は な い 。本稿 で は 、こ れ らは 本米讃偈 と して 誦 さ れ て い た も の で あ り 、それ が 後
に 経 と して 記録 され た こ と が 納得 されれ ば よい の で あ る。
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　以．ヒが 諸経 録 の 経 題 か ら予 想される讃偈の 経典 化の 事例 で あるが 、次 に 疑経研究な どの 成果の 中

か ら同様の 事例 をみ て み よ う。

　牧 田諦亮博士 に よ っ て 精細に 考証 され た 『三 厨経 』は 弾 仏教 と道教 とか相 互 に 影響 し混淆 した 件

格 を有す る疑経 と して極め て 重要 な資料 で あ る。博士 の 論文 に よ っ て 教 え られ る仏教 の
『J：、1豆・f紆．』

と道教 の 「五 厨経 』 の 成立 は 夫 々 の 立場で影響関係が 逆 に主 張されて い るが 、そこ で紹介 され た 三

資料 ；敦煌本三 厨経、高野山金剛三 昧院所蔵本 、道蔵五厨経 を比較対照す るな らば 、構成の 中心は

い ずれ も く五 碣文 〉 で あっ て 、そ の 他の 部分 が 附加改変されて い る こ と は 明 ら か である．：

　敦煌文献に よっ て初め て知 られ た 『
普賢菩薩行願 千経 』 （S．2361、275、1487）、『大 方広仏華嚴経

普賢菩薩行願f．　tVU」 は 、諸経 録の 偽 経 目録に 入一
丿 て い ない こ と もあ っ て 、

“

偽 経性 に 乏 しい   とされ る

か 、こ の 経典の 題名 と七言句の 構成が 不空訳 『普賢菩薩行願 讃』　（或 い は そ の 異本、般 若訓
「
四
一
卜

華嚴 』 の
一部』 ） と極め て 共通 して い る こ とは 明瞭 である 。

こ の こ とは イ ン ド撰述 讃文か ら の 中国

で の 経典化 を示 し て い る。

　 次 に疑 経研 究で は な い が 、浄土 教関係文献 を集録 した 中国で の 代表的文類 、　 「楽邦文類 』 巻
一
に

は
「

弥陀偈経、とい う名称が あ る
i2

こ れはそ の 内容か らみ て
『後出阿弥陀仏偈 』 を指 して い るが 、

こ の こ とは 本来は褐 文で あ っ た もの が 後に 実際に 経 と呼ば れて 用 い られ た事例で ある。

　 以上 の 諸例 の 中に は 、厳密に は イ ン ド撲述 の 讃偈 、疑経 の 信憑性に 問題 を有す る もの も含まれ る

が 、い ずれ にせ よ本 来讃 褐 で あ っ た もの が 後 に 経典 と さ れ た とい う点 は容認 され よ う。 そ L て 、

こ うした 事例が 認め られ る こ とは 、当然現行 の 疑経 の 中に もそ の 可能性 を予想さ せ る。 こ うした疑

経の 素材 ・構成要囚 た る讃偈そ の もの の 成 i）1　・変遷 を探求する こ とが現 行 の 疑経 だ け で は窺 えな い

疑経形成の 背景、時代的社 会的状 況 を浮び一トが らせ て くれ る こ とと思わ れる 。

田 構 姻 1究 の 立 場 か ら み れ ば 、経 録 の 記 述 に は 査定 の tG・憑性 畷 経 の 真 偽 性 、実 際 ｝こず紹 L た か ど うか な ど の 考

　証 か 必 要 と な るが 、こ こ て
1
は記 載 どお りを摘出 した 。

〔2〕 讃 偶 て は な い か 、「仏 法 有六 義第
一

応知』
一・

巻、「六通 無礙 六 根 浄 業義門』
一
巻は 僧 祐 が偽 撰 と査定 した もの で あ る

　〔
「
出F 蔵 記集」巻 5 ）。題 名 か ら推 して 中 Lf］仏 教論 書で あ ろ うが 、後の 経録 （『歴代二 宝 紀』巻11、『開元 録」巻 18、「

貞

　1亡録 』巻 28）で は
’
仏法 有 六義第

一
応知 経 』

一
巻、「六 通 無礙 六 根 浄 業義 門 経』

一・巻 と す る。こ の こ と は 後 の 経 録 編

　集 者 の 杜 撰 1雪 〔た と え ぱ ！」・野 玄才少　経 典伝訳史．「
仏書解説 大 辞典 』 第12巻、1）p．28 − 29、36、そ の 他 ！を 誌 め る と して

　も、讃 偈 た け で な く．中国 撰 述 の 論 書：な ど も後に 疑 経 の 構 成 要 素に な り う る bJ能性 を暗 示 し て い る．後の 課 題 と し

　 た 」・。

｛3；　 弔（臼E訓了弓毛　「疑経 研 究 」　PP．345　
．368 ⊃

1・1：1 木村 消 孝 「初 即1中EE1輩厳 思 想 の 研 究 」 匹） ilo。

15：1　ノ（、1レ：47 ・　152叫「 1｛、　な才i　『彳麦1
」f勃；可ゴ尓II’Ef∠、f芻』　（大 正E12・：36・1【II〕参 Y．｛E、

二 、

『念仏 超脱輪 廻捷径経 』 関係資 料 と本経 の 構成

〈阿弥 陀仏 真金色偈〉択 瑛述
［1 ±

「ス タイ ン 本Nα44彊 」
嫐

1
十念文

〈関係資料対照 表〉

「竜舒浄土文 』 巻 ＋ 二
｛3：1

　　　　　　　　　　　　　　1謝・偈嬲 緇 齷 糯黜
一
購 撒 三鰍 瞳 歎1・功酬

『念仏超脱輪廻捷径経（全文）』〔
41・

賛ノ「
「
由旧先
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疑 経 と讃 偈一 『念 仏 超 脱 輪 廻捷 径 経 』 形 成 の 諸問題一

阿弥陀仏真金色　相好端厳無等倫

白毫宛転五須弥　紺目抗青四大海

光中化仏無量億　菩薩化衆亦無辺

四十八願度衆生　九品咸令登彼岸

我今称讃仏功徳　廻滋法界諸有情

臨終並願往西方　其観弥陀大悲主

歎拡　　是以受形三界……………

　
’……

　 …………　大衆為称十念

南無大慈大悲西方極楽世界阿弥陀仏三遍

南無大慈大悲西方極楽世界観世音菩薩三遍

南無大慈大悲西方極楽世界大勢至菩薩三 遍

南無大慈大悲地蔵菩薩
一
遍

向来称揚1・念功徳、滋益亡霊神生浄土…

阿弥陀仏真金色　相好端厳無等倫

白毫寂転五須弥　紺目澄清四大海

光中化仏無数億　化菩薩衆亦無辺

四十八願度衆生　九品咸令登彼岸

於是念仏或百声千声。以至万声。菩薩号各
十声或百声畢。

超脱輪廻捷径

毎朝合掌向西。頂礼念南無阿弥陀仏。南無

観世音菩薩。南無大勢至菩薩。南無
一
切菩

薩声聞諸．L善人。各十声。復頂礼念。

大慈菩薩讃仏懺罪圖向発願偈
一
遍。

十方三世仏、阿弥陀第一、九品度衆生、

威徳無窮極、我今大帰依、懺悔三業罪、

凡有諸福善、至心用回向、願同念仏人、

感応随時現、臨終西方境、分明在目前

見聞皆精進、 共生極楽国、見仏了生死

如仏度一
切。

復頂礼而退．

此喝有大威力、能滅
一一
切罪、長一

切ms“．

・…、至誠如是、必中品生。………

5

阿弥陀仏身金色　相好光明無等倫

白毫宛転五須弥　紺目澄清四大海

光中化仏無数億　化菩薩衆亦無辺

四十八願度衆生　九品威令登彼岸

南無西方極楽世界大慈大悲阿弥陀仏

醸 瞭 它仏額麟歃韈
南無観世音菩薩＋声南無大勢至菩薩
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十声
南無清浄大海衆菩薩＋声

　念畢廻向発願瑣

1・方三世f∫、阿弥陀第
一
　九品度衆生

威徳無窮極　我今大帰依　懺悔三業罪

凡有諸福善　至心用廻向　願同念仏人

感応随時現　臨終西方境　分明在目前

見聞皆精進　同生極楽国　見仏了生死

如仏度一
切　無辺煩悩断　無量法門修

誓願度衆生　総願成仏道

虚空有盡　　我願無窮

同縁種知

十方三世一切μ、

一
切菩薩摩訶薩

摩轟可舟殳若f皮羅蜜

南無阿弥陀仏三声

情撫 情

念畢合掌頂礼

　　　　 而退

　阿弥陀仏信仰 を説 くこ の 疑経 『念 仏超 脱輪廻捷径 経 』 の 構成は、初め に 阿 弥陀仏 の 讃 を誦 し、続
い て

「

南無阿弥 陀仏 」 と百声千声、更 に 万 声 に 至 る ま で称え、次 に
「
南無観

．
世音菩薩」　「

南無 大勢
至 菩薩 」　

「南無清浄 大海 衆菩薩 」 と各 々 十 声 す る
。 更 に 、そ の 念仏 を終 え て か ら、「

回向発願 頌 」 を

唱 え 、最後に 一
切 の 仏 菩 薩、摩 訶般若波羅 蜜 と念 じ、

「
南無 阿弥陀仏 」 と三 声 し て か ら 、合掌頂 礼 し
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6 柴 　 田 泰

て 終 る。　 従 っ て 、本経 は 経典 とい っ て も、二 つ の 讃 ・偈文 と念仏 で構成 され た もの で ある u 本経

の 後に 載る無 名の 跋文 に よる と、本経 を毎朝一
日も欠かす こ とな く務め る よう勧め て い るか ら、日

常 の 儀礼作法 と して 浄十信仰者が 行な っ て い た の で あ ろ うe 跋 文 に は 、長蘆 （宗 ）蹟禅師の 勧 孝文 、

蓮池大 師 （株 宏）の 臨終時の 言葉が 引 證 され 、文体 に
「……的」　

一
那裏没有」 な どの 口語が 用 い ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l［t ）

れ て い るか ら、そ の 部分 的 成立 は 占 くて も現 行は明 代末以降の 極め て新 しい 疑経 と考え られ る 。

　と こ ろ か 、こ の 疑経の
「
先誦仏 讃」 と それ に 続 く仏 ・菩薩 の 念仏 の 前半部分 と、後半の

「
念畢廻

向発願煩 」 は 、−E 日休撰 『竜舒浄⊥ 文 」1 巻十 二 附 録 と、そ の 後に 更 に 附載 され た 部分に 、それ ぞれ

独 立 した
「
讃仏 偈」、

「
回 向発願偈 」 と して収め られ て い る。と くに 、後半 の

「
回向発願偈」 は く超

脱輪廻捷径〉 の 題する
一

文 の 中で 、毎朝の 合掌念仏の ときに唱 え る作法 として 挙げられ て い る。

とこ ろ で 、こ の 王 日休撰 『
竜舒 浄一ヒ文 ．1 トニ 巻の 成立 で あるが 、こ の 書は 、本来、王 日休 （

−1173）

が 浄 土教に 関す る諸文類 を十巻 と して 撰集 した もの （ll6〔〕− 1162）で
’
ある が 、後の 人が 二 巻 を追録

して 、現行十二巻 （或 い は十 三巻 ） とな っ た とされる［｝
i．

従 っ て 、巻十二 に 追録 され た 当該讃偈 を

含 む部 分は 、工 日休 の 時代 、約十二 世 紀中頃 より、遅 い 成立 とも考え られ よ うttしか しなが ら、後

に 述 べ る よ うに 、前半の 「讃仏偈」 は そ の 作者が知 られ て い る し、また 先行す る敦煌 資料 （St．eirl

No．4474！ に く
．
卜念文 〉 と して 見 出せ る

。 後半 の ［回向発願偈 」 もア竜舒 浄 L文 』 巻 四
「修持法 門」

．一
：に そ’．く F！収録 されて い るか らt71巻十二 附載 の 時期は遅 くて も、当該 の 二 つ の 讃偈は 、モ 日休 と

ほ ぼ 同 じ時代 、宋代十二 世紀 には 、すで に それ ぞれ別 々 に 独 立 し て 存在 し、い ずれ も阿 弥陀仏 ・観

世 音菩薩 ・大勢至菩薩等 へ の 念仏 とともに 叫
1
［えられて い た と考 えて よ い で あろ う

， それ が そ の 後 、

熱心 な阿弥陀仏信仰 者に よ っ て 、い ずれ も阿弥陀仏 を中心 とす る 讃偈文 で あ るが ゆ 攴 に同 時に用 い

られ る ように な っ た 。お そ ら く、二 つ の 讃偈が合 併 した の は
「讃仏偈」 の あ との 念仏 と 「回向発願

掲」
の 最初の 念仏が 極 め て類似 して い た か ら で あろ う．：両念仏 作法を対応 させ る と、

　　 ［

讃仏偶 」 の 念fム　　　　　　　　　　　　　　　
「

回向発願偈 」 の 念仏

　於是 念仏或百 声 丁
．
声以 至万 声。

　 菩薩 弓
’
各十声或百声畢。

　 〔南無西方極楽 世界大慈大悲阿弥 陀 仏

　　南無阿 弥陀 仏翻厭蘓
颱 フ］

’
声

　　南無観世 音菩薩十 声

　　南無 大勢至 菩薩 1一声

　　南無持浄 大海衆菩薩．十 声 丿

で あ り、

前者 の 念 仏作法が 残 り、

　　　　こ の 二 つ の 讃偈 を唱え る場 合に は 、念仏 を媒介 として容 易 に 結び つ きや す い
。

　　　　　　　　　　　後者が 消 え た の は 、資料 で み る限 り

す 唱 え る こ とが 定着 して い た の に 対 し て ．後者の 念仏 作法は それ程 流行 しなか っ た か ら で あ ろ う

1：両 念 仏 作 法 の 諸 資料 に つ い ては後 に 触 れ る 1；。　こ うし て 合仂 し成立 し た 疑経 に は 、本 来、後半

の 名称 で あ っ た く超脱輪廻 捷 1拶 の 言葉が 経題 と して つ け ら れ 、明 代末 に は 現 行 の 体 裁 に な っ た n

ち なみ に　く超脱 輪廻捷径 〉 とい う名称 は 、
’
「

竜 舒 浄 土 文」 巻三 　
「普勧修持」 四 、呂元益 の 序 な ど

に 用 い られ て い る か ら掛
1

阿 弥陀仏 ・観世音菩齏，

・
大勢至 菩薩等 へ の 念 仏が 、こ の 世 の 輪廻 を超 脱

す る捷 径 と して 、こ の 時代 に 好ん で 使 わ れ た 名称 と思わ れ る tt

南無 阿弖尓陀 fノ、

南無観世音菩薩

南無大勢至 菩薩

南無
一・

切 菩薩声聞諸上霽 人。各十 声、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　そ の 際 、

　　　　、前者の 念仏作 法 が 当 時讃文 の 後 で 必
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疑経 と讃偈一 『念仏 超 脱輪 廻 捷径 経」 形成の 諸問題
一

7

〔1〕 『釈 門正 統 』 巻 六 （卍 続 2 乙 ・3・5）、『仏祖 統 紀 』 巻一四 、二 五 、二 七 （大正 49 ・221中下、260中、278．ヒ）。
（Z） 「

東洋 文 庫 影 印a 〔北 海 道 大 学 附 属図 書館蔵）。なお 、以降 に 拳 げ る ス タイ ン 本 も、と くに 典拠 を示 さ れ い 限 り、こ

　 れ に 依 っ た 。べ 11 オ 本 その 他 に つ い て は 未 見 で あ り．先学 の 論 考 ・目録 な ど に 依って 典拠 を示した 。
（3） 大正 47 ・288上 、289中。

〔4） 卍続 1 ・87 ・4 。

  　本経 に つ い て の 論 考 は 、わ す か に 牧 円 諦亮 凝 経研 究』 pp．69− 72に 認め られ るた け と思 われ る。 拙稿
「
浄土 教

　関 係 疑 経 典 の 研 究〔
・1」 （

『
札幌大 谷短大 紀 要 』 第 8号、pp．　IZO− 121）で は 『竜舒 浄土 文 』 は 指摘 した か 、　S．4474 ＜十

　 念文 〉 は 未た 見出 L て い なか っ た。

（6｝ 「
竜舒 浄 L序」 呂 師 説 （1316年）、「

竜舒浄 il文序」 張孝祥序 〔ll61 年）、「重 刊竜舒浄土 文序」 南 溪 秋 月序（1481年 〕、

　周葵跋（li62年 冫、劉 章跋 〔］162年）、宗杲跋（1160年 ）、
「
四 明 断 仏種 人 跋 」 （1393 年 ）（『竜舒 浄 土 文 』 序、巻

一
〇 、巻

　
一一．大il，：47 ・2511．− 252 上、283上 中、286上 中 ）参 照。

　　⊥ 日休 に つ い て は、『
樂 ナIS文 類』 巻 三 1：大正 47 ・196中 ．197上 1、『

仏祖統紀』 巻二 八 1：大 止 49 ・284上 中 ）、『 蓮

　⊃1、宝鑑 』 巻 四 〔大 止 47 ・326下 ）、「浄 1．指 」’ii｝集』 巻
．
ド（卍 続 2 ・11S・1）、「往生集」 巻二 〔大i［51 ・139上 中 ）、『浄 土 晨

　錚」 巻
一一

（） 〔卍 統 2・14・2〕、「浄 二i：聖 賢 録 JI 巻六 （『浄
一1．｝；1全書』 巻

一
八 、763上 一764下）な と

’
。

17］　ブ（工E47 ・262−i”。
〔8〕 II佳有酉方 汀「土 、最為超脱輪廻 之 捷 径 〔大止 47 ・260 中 ）、

　　11i
・
卜二L之 言兜ノレ超 HIL車侖廻 あi乞径 （プく工L47 ・251］ぐ：1＝

三
、　〈阿弥陀仏真金色偈〉 の 撰者択瑛 と当偈の 内容

　 そ れ で は 、宋代 卜二 世
’
紀 には 、す で に 別 々 に 唱 え られ て い た 、こ の 二 つ の 讃偈 は 、い つ 頃に 成立

し て い た の であ ろ うか 。以降で は 、そ の 背景 ・周辺 の 諸問題に つ い て探求 してみ よう。

　まず、前半部分の 「讃仏偈」 と念仏作法に つ い て探 る と、こ の 部分 は更に 二 つ に分け て考 える方

が 良 い よ うで ある 。

　初め の
「

讃仏偏」 に つ い ては 、天 台宗 の 桐江択瑛 （1045− 1099） の 所撰 と伝 え られ て い る 。

　師 〔択 瑛〕 以 聴 神悟 講 　深悟 二 浄教一、述 二 修證儀 ＿　以偈 讃払云 、　阿弥陀仏身金色………。

　　（「釈門正 統 』 巻六 ）

　　〔択瑛 〕嘗述 二 浄土 修證儀 一。其讃有 一阿弥陀仏真 金色之偈＿
。 室今人皆誦之 。 （

「
仏祖 統紀 」巻一

四）

　桐畷 師 注心経 三 珠言卸 争土修讌 雛楚麟 綴 一
・
同書、 巻二五 ）

　　〔択瑛 〕叉述 ＝ 浄土 修證儀二 巻一、行 二 於 世 一。今 人称 T．阿弥陀 仏真金色一
偈一　即師所 撰也 。（「同

　 書』 巻二 七 ）

とあ る の が 、そ の 典拠 である屮

神悟処謙 の 元 で ・元 靴 ともに
、 始 法華の 妙旨を順 L 、学行 を大 い ｝・ 著 した 択瑛は また浄土

思想 家と して も知 硫 た 人 で あるが 嘗
’

当時 の 天 繖 学 界は 四明知礼 〔96・ − 1・28）か ら端 を発 し
た 山家L臼外派 の 講 が 続 き・と くに 『蹴 ・ の 観仏 の 解釈 に つ い て 、矢冂礼 の ・

観経 妙宗鈔、 、縦 、

観仏 〉 説 を 防 とし て 踵 ・ の 見解 舗 ん に言籐 さt・・t： 中国浄上 教臓 の 1、．で も、働 て 韈 嚇
代 で もあ っ た 野

1

こ う した 状 況 の 中で の 択瑛 の 『観経」 の 観 仏 説は 蹙
瑛 法鱒

．
騰 諜 伝 ……

状
一

代跏 有一其二 概
一

者妨 入遡 蟋 綱 無 生観也 、 二

　者求 生 ， 浄一lt一捨身為 身有生観也 。　〔
F「復宗集1 巻 ド）

次 説聯 鵬 證儀・そ皮文 問 畷 艪 仏与輌 殊 t／答 醍 洗 観 事境 、後修 囎 ．．．此 髄

　観 事境一、而取 、 往牛 一等。 （『
iE 観 記 』 巻 Ll
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の 引用 で 窺われ る よ うに 、　また 、

　至于 桐江瑛 法師立論 、以 二 摩訶 止観一　．為
一無生観．、十六 観門　為 二 有生観 ＿、 雖 宗．天 台＿　不

　得二 祖意一．．公為二 異 説一．、浅 鄙 呼
〆
笑。（「背宗失旨」

「浄土 指帰集 』巻下 ）

とIS：後 に知 礼 の 十 六 観理 観説を正 統 とみ る 人々 か ら批判 され る ように 、有生 観 ・事観説で あっ た1“）

　ま た 、彼に は 「往生浄土 十願文 」
「

弁横竪二 出」
「勧修浄土 （頌 ）」（い ず れも 「楽邦文類 』 所収 ゾ が

残 され て い るが 、そ の 中で も 「善導和尚立専雑二 修 j を引用 する
「
弁横竪二 出 」 の 説は、親鸞の 二

双 四重 の 教判 の 典拠 とされ 181善導の 影 響 を強 く受けて い る人で もあっ た梦

　こ うした 択瑛の 浄土 思想を背景 と し て
、

〈阿 弥陀仏真金色〉 の 讃仏偈 を読 む とき、こ の 偈の 性格

が 、或 る程 度、具体 的に理解す るこ とが で きる 。

　第…に 、こ の 偈文 は 、当時最 も流行 して い た 『観経』 を依 りど こ ろ と して 、素朴に 阿弥陀 仏 を讃

歎して い る点 である。

　 r観経 』 第九真身観
剛

無 量寿仏身、如 百千 万 億夜摩大閣浮檀金色．……

……。眉 間 白毫、右旋宛転、如五 須弥山。

仏眼 〔清浄〕、如四大海水、青 白分 明。
……

。

彼仏円光 、如 百 億三 千大 丁
．
世 界。於円光中、有百

万億那由他恆河沙 化仏。一一化仏 、亦有衆 多無数

化 菩薩、以為侍者。

無量 寿仏 、
・・…・、其光明相好 、及 与化仏 、不 可具

説。

（
『無量寿経』 四十八願）

（『観経 』 九 品往生）

〈阿弥 陀仏真 金色〉 の 偈

阿弥陀仏真 金色

白毫宛転五 須弥

紺 目澄青四 大海

光中化仏無数億

イ匕菩薩…衆魂く無辺

〔相好光明無等倫〕

四十 八願度衆生

九 品感令登 彼岸

　以上 の 対比 で 明 ら か な よ うに 、こ の 渇 文は 『観 経 』 第九真身観の 経文 をそ っ くり用 い て 、阿弥陀

仏 の 光明相好 と化仏化 菩薩 を表 わ し、浄土 教の 根幹で あ る四 1一八願 の 利他行 と九 品 の 衆生 の 救済 を

力強 く讃嘆 した もの で あ り、そ こ に は 、当時の 天 台浄土教学で 喧 し く論議 され た 〈約心 観仏 × 理 観〉

な ど とは 異な っ た 、素朴 な讃仏偈で あ る。それ ゆ えに 、また 当時の 、或 い は後の 多くの 人 々 に愛諞

され 用 い られた の で あろ う。 択瑛 の 事想観は 、前に も触 れ た よ うに 、
“

（理観 を修す べ き）賢 い 者

を 、〔事観 を修す る ） 愚か な者に す る
……　「「

と 批判 さ れ た と し て も
〔IP彼 の 残 した く阿弥 陀仏 真金色〉

の 偈は 、後 の 歴 史の 上で は 、そ うした 理 観事 観 の 論議 と は 係 りな い 世 界　
一

お そ らくそれ を日 々 の 日

課 で唱 え た 入 々 は批 判者 か ら言う賎 しい 人 々 で あ っ た か も知 れ な い 一 一
で 永 く生き続け た の で あ り、

そ れ は ま た 、凡夫往生 、事想観 を主張 した 善導 と 共通 す る もの と い え よ う。彼の 著 した L「修 證儀 』

は 今 日散失 して お り、それ ゆ え 、 彼 の 事 想観 が 下根 の 人 々 の た め の 教理 で あ っ た か ど うか は知 り

え な い が 、そ う した彼 の 浄 土 思 想の 真偽 とは 係 り な く、多くの 人 々 に 広 く永 く用 い られ た 。 それ が

善導 の 、後の 人 々 に 計 り知 れ な い 影響 を与 え た 点 と 共通す る もの で あ り、 こ の 偈文 の 生 き続 けた 働

き を轡 こ こ で は 強調 し た い の で あ る 。

　第二 に 、善導 の 影 響 を強 く受 け 、
“
弥陀の 化 身

”

と讃仰 した択 環 の 態度が 、こ の 偈 文 に も認 め ら

れ る点 で あ る 。 善 導（613− 68D か ら 択 瑛 に 至 る ま で の 約400年程 の 間に は 、『観 経 』 に依拠 した 諸讃
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　　　　　　　　　　　疑経 と讃偈
一

唸 仏 超 脱輪廻 捷径経 ・ 形 成 の 諸問題
一

　 　 　 　 　 　 9

偈 は 、　
「観経 』 流行 と相俟 っ て 、数 多 く残 され て い るが ！

j
　
3｝
　そ れ らに は当偈文 と類似 の 偈句は見出

し難 い の に 対 して 、そ っ く りの 対応句は 認め ら れ ない に し て も、 「
阿 弥陀仏 〔身〕真金色」 の 語は 善

導の 『観経琉』 巻四 、 『観念法門』 に の み ある用 語で ある1の　択瑛所撰の 三 つ の佚文 の 一
つ に善 導

「専雜二 修 」 を引證す る こ とを考え合 わせ る と、僅か数句の こ の 偈文の 製作が 後の 人 々 に 多大な影

響 を与えた だけ で な く、 約 400年程前の 善導以 来の 浄土教 の歴史 を背景 として生れ た もの で あるこ

と も
｛ls

知 られ る で あ ろ う。

　以上 が 、天 台宗桐江択瑛 とそ の 所撰 く阿弥陀仏真金色偈〉 に つ い て の 内容 と背景で ある 。

（1｝ 卍続 2 乙 ・3 ・5 、大正 49 ・221下、260 中、278上。

（2） 択瑛に つ い て は、前 記 の 資料の 外に、「
抗州祥符寺瑛法師骨塔S名」 （『芝園集』巻上 、卍続 2 ・10 ・4 ）、『復宗集』

　 巻下 1卍続 2 ・6 ・2 ）、「観 経義琉 正 観 記』 巻一ト （
『
浄土 宗 全書』 巻五 、pp，441、447、461）、『楽邦文 類』巻 二 、四、

　 五 （大 止 47 ・179中、210上 中、220下 ）、『浄土 指帰 集』 巻 上 （卍続 2 ・13 ・1 ）、『
浄土 聖賢録』 巻 三 （

『浄土 宗全書』

　 巻
一

八、p．663上 ）な ど。

〔3） 択瑛 を含 め た 宋 代の 天 台浄土 教 に つ い て は、佐 々 木 月樵
『攴那 浄土 教史』 pp　441・・．488 、望 月 信亭

『
中国浄土 教理

　 史 」 pp ．342 − 393 、高雄義堅 「中国仏 教 史論 』 pp．152 − 185、安藤俊雄 『観無量寿経 妙 宗鈔概論 s　pp．2− 8 、51−・−66

　 82− 89、［⊥1口 光円 『犬 台 浄 土 教 史』pp．135− 196、福原 隆 善
「
善導教学 と宋代 浄土 教 」 （

「
；麟諜善導大帥 の 思 想 と そ の

　 影響』）な ど 参照．

〔4｝ 『復 宗 集』 巻下 （卍続 2 ・6 ・2 ・175 ）、『正 観記』 巻 E 〔『浄土 宗全 書』 巻 k 、p．447 〕。

（51 『浄 土 指帰集 J 巻 b ！卍続 2 ・13 ・1 ・89）。なお、『復宗集』 （前 註 ）で
』
は 、択瑛 の 所 論 に つ い て 、L

者違
レ

経 ．

　 二 者 背
レ

祖 」 と 批 判 して い る。安藤 俊 雄
『
天 台 学 』 p．383− 384 参照。

（6） 当時 の
『
観経』 観 仏 説 の 諸説 に つ い て は 、

　　然古今判釈互説不同 、一・云十六 妙境無非理 観、一
云 拠 経 始 末皆 是事 想、　・云 前 後 1五 是 事唯 第九 仏 観 為理。（

『
観

　 経 義琉 』 巻 上　元 照 述 、大 止 37 ・280
．
卜
．− 281 卜）

　　初説即 四 明 妙 宗鈔、…・・．。次 説即 桐 i［［修證 儀、……。後説孤 山刊 止 記 、……。（上記の 詮 釈 『
止 観 記 』 巻上 戒度

　 述、『
浄土 宗全 書』 巻 五p．447）

　　 山 口 光 円 『前イ曷書 』 pp．158− 159、参照 ．

（7｝ 『
樂 邦 文 類 』 巻 二 、四 、五 （大止 47 ・179中、210L 中、220　F）。

（8｝
「
歎徳文 』 存 覚 述 （

「
真宗聖教 全 書』 巻三 、p ．662）、望 月f≒亨

『
前掲 書』 pp．365 − 366、山 口 光 円 『

前掲 書』 p、157 な

　 ど。

｛9） 後の 畔 浄 綜 で は 漕 導 を弓端 の 化身 と劃 ・した
一

ノ・ と 引 証 され る。t： と えば 、・浄 1、腰 集、 巻
一

鼬 、
『i覗 聞 ・ 第一

蘇 噂 土 ；i：全 書』 巻
一一・、　 PP・3、222，225入 ・

鯔 記糅 銑 巻 二 聖 間（
・
浄土 宗全 書、巻三 、，．

87）・f
’
善 獣 師 伝纂 註 ・ 巻 上 ・下（「

浄土 縫 書・ 巻
一
六 PP ．4 、53）な ど．た だ し、善導 を弥［・

’t
’
・a ，化 tiと最初に 記

　
した の は 遵 式 の ようで あ る・『

離 ・
’i
’
　’f・略 伝 ・ （

『鮒 統 紀・ 巻 二 六、大正 49 ・263 中）、耕 大 慧
・
善 導伝 の

＿
考察 、

　 （
『
凵支 ft・教史論 攷』 PP ．29亅

．．．293 ）参黙 。

〔IO）　大 正 12 ・343中。

“1） 若
一
繍 ・ 瑛

欝 ・彳尋ヒ不
L

違 ・ 鰡 之 輔 一乎・鮪 ・ 三 輩 九 品一、機郁 ・騾 臥 鮪 。 1・E捷之 逕一漣 有＝．if
疾 之 期 諾 以 此為 ．至 談 一・非

．
・但 促 ・ 飄 ．為一鷯 、跡 1田一胱 為 。鰍 1 〔乎 〕。

瑛 鱒 執一・事 修．・殿 一［上
レ

麟 と賎、……（・復 宗集、巻 下 、卍 続 ・ ・6 ・2 ・175一工76 ）

〔lZ） こ の 倣 は ・輪 で 指 才1饒す る Ull・〈・・後 に 驪 ・ 趣 ま t・て 詠 く生 き続 け る か 、一
方．　 Li本へ も伝 え られ 、日本

大 緜 で 用 い られ る
「
例 時 作法 」 の 式 次 第 の 最後」

「
ユJ／念門・ 第四 辮 門 瞞 ・ ・ t・る ・・喧 山 晄 円 ・前 鰭 』

PP ’58 ・　 321− 3S°）・以 ・ て ・当倣 が 沖 国 の み な らず、躰 1・ ま で、婀 に 広 く永 ぐ谿 さ れ た か が 鮎 漏 で
　 あ ろ う。

〔13） た と

群
「
第 六 渕 騨 原贍 凱 識 ・謹依 ＋ 六 酢 ・ 〔

・1ヨ・生 儲 、 鱒 集 記、・
集謝 L懴 儀 、巻 下 ）、・

欟 経
等 明 働 三 噺 齪 生 讃・ 善磯

「
鰤 杁 纈 瀞 i・述、・

繍 鐵 黼 ．法 馳
「

述 観 紕 闇 儲 文 、 、・
大

N 工工
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　勢至 書薩讃点御糖轡」 潤浄土一f［会 念仏略 法 事儀讃』 、『浄土 ゴT．会 念仏 涌経 観 行儀」巻中
．
ド　法照撰 ．以 降 で は 当該 二 書

　を塚 本善隆博 1∬ 唐中期 の 浄 土 教』 法蔵 館刊 、pp ．175以 下 の 呼 称 に 1放一
・ て　

冒
テ【会法 事讃 i 略 本、広本 と 記す 〉、「

日

　観 銘（1
」
｝
／

1＋，
1
丶観 経 月 i．e式、「−i．・，

’
、観頌 1ゴ 1

・
」 遵 式、「

．
陣 こfl！一・．．、【1」 有 厳

「1・傾 一．トト
ILI

許」 丿し照 、「 i・六 観 近体詩 1 冲黙

　〔1
一
樂 邦文 類』 巻

一h．：： な どは 、『観経 」に 依 拠 して作 ら dlた こ とを HJil記 L た 讃偈 て
』
あ る か 、その 他の 諸讃偈 に つ い て も

　 少 し く内容 を知 れ ば 、その 多 くが 「観 経「に 依 っ て い る こ とは 明 ら か で あ る t

個 　第二 夜見阿 弥 陀仏真 金色 L『観 経疏 ．』巻 四、丿く正 37 ・278下 、古 未 ；古 今 楷 定冫 て 知 らtiる 本疏撰述 の 状 況 と三き亭導の

　態度を述べ た 有名な結 文 ：、

　依 観経 明 観 仏三 昧 法隻農鷙
i‘

　 観 阿弥 1；．と仏 皇 壷妻色身1り光徹 照端i1L無髪⊥
．
匕3

・…

　欲 入 こ昧 道場 時。……、想念阿弥陀仏眞 金色 身光 明 徹 照端 止 無比、・…・・…。

　依 経 明 1’f，種 増一卜糸求義
・
巻．

　　L又 謡護念増」
．
縁 者〕

　 又 如般 舟 三 昧 経行晶 中説 J．／，・・一…、一・
心 専念阿 弥 陀 fム真 金色 身 D

・・…一 。

　　〔又忌，見 仏三 「［未増 L縁 者〕
・・・…一・・…………

　 叉 如
r
ド1二‘身 観 中 ri

’
“）L。一・…・、次 史観 無瞬 t≠｝fム丶身 貞 金色、眉 間毫 相、円 ／二化 仏、一・・凵

　叉 如般 舟三 昧 経 ユ 、、・・……・、念 曲 1∫阿 弥 陀 仏 身真 金色三 1』二 相光明徹照端正 無比、・・一。〔
『観 念 法 門 」 大 i［・．47・22

　下、241i
．
［、　 Z5中．26中下。こ こ で 引 証 す るi般 ）i」．1昧 li5」sklf ｝

．
13 ・899上 、905 中 に は 、真 余色 の 語 は な い 〕．．

　　また、類似 の 用 語 と して 、「
仏 1ナ弥陀身真金官L

……
1、別 行 本 「往 生 ｝L讃 文 1 薺 導二S．2659v、　P．2722 縦 ：III堯 敏

　
一
敦 焼 llh

　i．善 専
’
往 4乳 讃』 注；写 本に つ い て 」

『
』
麟鰹善 導 大 帥 の 思想 とそ の 影響 」：1 も認 め られ るか ら、

．
1；111弥 陀

　仏 〔身 〕真 金色 」 の 語 は 、善導が 最初に 、か つ 好 ん で 川 い た 詒 句．と思 オ
『
）れ る、，

q51 「［；［li 弥 陀 仏 「身 〕真 金色」 の 口｛1の 外に は 、1
利抜∫光明無 等倫 1 の 詁 か 、1観縫

一i．／
」
、観 讃一釈浄 遐 述 ：『五 会法 事 讃 」 略

　4・．大／、L．47 ・485 中．　 r／tJ会淵 嶺 1 広 本、焔 』「85 ・1215中．塚 不 善 1；条 塘 中杢り］の 浄
一L教 」 P226

．Z28参 照 ） ；現 凵
II

　せ る 、極 め て 樺 か な 類似 例 で は あ るが 、宋代の 浄 土 教 1昊一1係 讃 イ結に は 全 く見 出 し黜 い こ と を 勘案す る と、当 く阿 弥 陀

　仏貞金色碣 ） か 宋代 の 成 立 で あ りな が ら も、宋代浄 1．教の 影響 か らで は な く、善導 か ら 法 照 な ど に 代表 さ れ る 唐 中

　 期 の 諸 讃 偶 の 影響 が 強 い と 思 わ オLる の で あ る。

四 、 S。4474　〈十念文〉 に つ い て

とこ ろ が 、こ の 〈1嚇 陀U、真金齪 〉 は、敦煌 ス タ イン 軸 44  ・ 〈当偈 〉（勤 斑 均・陀三 尊 ’地

蔵 菩 薩 へ の 念仏 〉 と い う構 成の く十 念 文 〉 とい う題 名で そ っ く り 見出せ る．　 こ の 題 名は 浄土教 で

有名な所 謂 く十 念思 想 〉 に由来する 題 名では な く、こ こ で の 念仏作法 が 、

　　 ・………・大衆為称
一
卜念

　南無大慈大悲 酋方 極楽世 界阿弥 陀 仏 三 過

　南無大慈 大悲西方極楽世 界観世 音菩薩 三 通

　南無大慈大悲西 方極楽世 界大勢至菩薩 三過

　 南無 大慈大悲 地蔵 菩薩一．
過

　 向来称楊 レ念功徳・・……・、

とあ る 、そ の 称 え る数が 合せ て 十 遍 と い うこ と に 由 来す る題 名
［1．

で あ ろ う 。

こ こ で は 、す で に 当躰 の 前締 1分 く阿弥陀傾 絶 偈〉 に つ い て は 瀰 を織 て い るの で ・当
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写本 と後半部分 〈念仏作法〉 に つ い て 、その 成立 ・内容 ・背景な どを考えて み よう。

　まず 、当写本（Stein　No．4474）の 書写年代 で あるが 、ジ ャ イル ズ 目録で は
“
十世紀の

” 〔L）
写本 と査定

されて い る。 しか しなが ら、そ こ に択瑛 （1045− 1099）述 〈　［Smf弥陀仏真 金色偈 〉 が 収め られ て い る

こ とが 判明 した以上 、そ の 時代は
一
ト
ー

世紀後半以降 と訂正 しなければ な らな い で あ ろ う。

　次 に 、当写 本の構成 で ある か 、諸 目録 では 1’S：1

　　
『
ジ ャ イル ズ目録』

G．6448 （S．4474）

田 ＊Prayers・n　vari。us　subjects．Head−

1ngs　are ：賀雨；律；尼；慶蘭若；蔵鈎；探油。

1：2｝西方讃文Ehlogy　on 　the　Western

Paradise，

（3）十念文Shih　rTlen　 u，En　Praver　re．

lating　to　the　ten　subjects 　of　medltationI

〔ef．6021−8〕、　Me（liocre　to　falr】y　good
MS ．

Verso：〔1】Prayers．　Mtd．　in　parしs．・・

　　
『
斯担 因劫経 録』

S．4474

釈門雜文

説明r計有賀雨，律、尼、慶蘭若、蔵鈎

西方讃文、

十念文、

　歎址諸篇。

4474。　押座文

4474　3 　……．・…・

金岡照光綟『文学文献分類目録』

※ 121．S．4474v ．1 「押座文一よ1｝

　 Rr 釈門雑文

　R2 賀雨、律、慶蘭若、蔵鈎、採油、

　馬 西方讃文

R
， 十念文

Vl 本巻 〔※ 押座文〕

v
と

…・・…

と説明 する 。

　以上 が 、当写 本の 書写年代 と構成に つ い て の 従来の 見解 であるが 、 〈十念文〉　を中心 に 、少 し

く当写 本を検 討す る と、そ こ に は 極め て 重要 な問題 が 含 まれ て い る よ うで あ る。

　その 第一
は 、当写本 の 書写年代 が 択瑛述　〈阿 弥陀仏真金 色偈〉 を載せ て い る こ とよ り、古 くて

も十
一

世 紀後 半以降 とい う点 で ある ．　と こ ろが 、 こ の 十
一

世紀 後半以 降の 写本 とい う点が 敦煌文

献 の 書写年代に 関す る従来 の 定説 に 対 して、実は 極め て 面倒な 考證 を必要 とする の で ある。今 日知

られ る敦煌仏教史で は 、 敦煌文 献 が 有 窟に 封 じ込め られ た 時期 は 西夏が 敦煌 に侵 入 し占領 した 〔

lO36 年）前後 と推定 され て お りや　それ以降 の 敦煌 の 歴 史はあ ま り明 らか で な い ． こ の 点か ら、当

写 本 を最 も遅 い 十世 紀 とされ た ジ ャ イル ズ博十 の 査定は納 得で きる もの であろ う、ち な み に 、紀年

を有す る敦煌文献で 、
一
ト
ー

世 紀 以降 の 写本は 、一部に 2 点 を指摘する論文 もあ る が 、一般 的に は十

世 紀 を下 限 とす るの が 穏当な見解 と思わ れる野　従 っ て 、未 整理 な諸点 が 多い とは云 え、従来 の 敦

惶 仏教 史 の 定説か らも、また諸 目録 を通 して知 られ る有紀年 の 写 本 か らも散 婢 文献 の 存在は 1．・一世

紀前半 まで を示 して い る．しか も、当写本に は ト
ー・

世紀後半に 活 躍 L た 択 瑛の 〈阿 弥陀仏貞金色偈 〉

が 書写 され て い るの であ る v こ の 矛盾 をわれ わ れは どの ように 解決す べ きで あろ うか 。 こ の 点に つ

い て の 考察は しば ら く措 い て 、次 に 当写 本 の そ の 他 の 内容 に つ い て 見る こ とに しよ う，或 い は そ こ

に当写 本 の 書写年代 に つ い て の 何 らか の 示 唆が 得 ら れ る か も知 れ な い ．

　当写本 の 第二 の 問題 は 、 〈 卜念文 〉 以 外の 諸 篇 に も浄上 教 関係 の 新 た な讃文 な どが 書写 され て い

る点 で ある。　諸 目録が 紹 介する よ うに 、当写 本 の 紙 表 （．Reeto ） に は 1
〔首欠〕釈門雑文 、賀雨 、律 、

尼 遷 蘭若臓 鈎・採 油酒 方讃文 、→
・
紋 ・ の 諸篇が 書写 され て い る が 、こ の 中、，麟 若 〉臓 鈎、

〈西方 讃文 〉 とい う題 名は 、〈蘭若空 讃〉、〈蔵鈎楽 讃文 〉、〈西方礼讃文 ・善導和 上 〉〈西方雑〔楽 〕讃 〉＜西
隷 善道和上× 慈駐 蔵 西方讃 ・ な ど の

「

法照棚 念仏aslrEEI会齢 讃 、 広 略二 樋 徽 の 諸 讃
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文
｛6，F

と極め て類似の 名称である。そ の 具体的記述 内容 は 異な っ て い る が 、同名 の 、或 い は 類似 の 題

名で内容 の
一

致 しない 諸讃
．
文は敦煌文献に は よ く見 られ る こ とで あるか ら

13
　 こ れ ら の 諸篇は所謂

唐中期 の 浄土教 資料 と共通 の もの と考 えて よ い で あ ろ う。　 こ うした浄土教関係諸讃偈の 研究は

すで に 善導 ・法照 の 所述所撰 の 諸資料 を中心 として秀 れ た成果が 知 られ て い るか 、そ の 他の 資料 に

つ い て は 、今 日で も殆ん ど不 明 、未開拓な分野で ある。従 っ て、当写本所載の 浄土教関係諸篇の 成

立
・流布 などに つ い て も明快な査定に は な お 期 日を要す るが 、細 か な考證 を他 日に期す とし て も、

当該諸篇は敦煌文献に 認め られ る浄土 教関係の 新
．
たな

一
資料 として 留意すべ きで あ りぞ　 また書写

年代に つ い て 、強 い て 査定すれ ば 、唐 中期 浄土教関係 資料 と共通す る も の とい う点か ら、 レ世 紀 ま

で と考 え る の が 穏当で あろ うc

　 （阿弥陀仏 真．金色偈〉 を収め る 当写本 （S．4474）には 、以 Eの
一
一つ の 極めて重要 な特徴 を有 して い

る が 、す で に 知 一．た そ の 他 の 所収諸 篇をみ て も、先に 留保 した 当写 本の 書写年代に つ い て は何 の 手

掛 り も示 して は くれ な い ，，　 依 然 と して 、当写本 の 書写年代 に つ い ては 〈阿弥陀仏真 金色偈 〉 の 作

者択瑛 の 活躍 以 降、十
一・

世紀 後半説 と 、従来の 学説で い わ れ る敦煌文 献密封 〔西夏侵 入 ユ036 年 頃〕

以前、十
一一
世 紀 前半説 の 矛 盾 は未解決 で あ る 。

　本来、 書写 〔写経〕 年代の 査定 に つ い て は 紙 實 ・染色 ・書風 ・書式な ど専 門家の 鑑 定に 俟ね ば

な らな い もの で ある。そ の 分 野 に全 くの 素 人で 、ま して実物未 見の 筆者に と っ て は 、こ の 矛盾 を積

極的に解決 す る資格は な い か ら、こ こ で は こ れ まで の 考察か ら帰納 され る両 説 の 妥 当性に つ い て提

示 す る に と どめ た い
tt

　まず、十
一

世紀後半 説であ る が ．そ の 根 拠は本稿 で初め て 指摘 した 〔と思 われ る ） 〈阿弥 陀仏真

金 色偈〉 か 書写 され て い る 沈 だ そ a）
．．・．・，

F
，11で あ る。そ こ に は儲 力瑚 記 され て い な い か ・ ng〈Ptl　コ11

統』（1237年）、
『仏祖統紀 』（126g年 ）に よ リ、そ の 作者は桐江択瑛 （lo45− 109．　9年 ）と伝 え られ る。　作

者 未詳の 諸讃偈 の 多い 敦煙 文献の Pliで 、そ の 他 の 仏教 典籍か ら作者が 知 られ た こ とは極 め て得難 い

こ と で あるが 、こ の 典拠 に 従 う［堤り、当写 本の 書写は ど う早 く考 えて も十
一一世 紀 後 半をさか の ぼ

る 。 とは で きない 諸 うである な ら誕 皇文 轆 封が＋
一世紀鮮 とい う ・ とも ・

お そ ら 機 つ か

の 鄲 に は当て は ま らない ・ と i・ な ろ ・ 。 醸 は 仏教を1訓 f羅 し・イ蠍 を改修 し た と され て い

る か e、
　
li’1

鹸 侵 入 を境に 一鵬 写経 な ど か 途絶 し た の で はな く・粥 き彳†われ て い た で あ ろ うし・

−1．＿世 纏 め に 碓 封鋤
・

な された と した ら 、それ を矩 て ・儲 が い た に 違 い な い 詮 く忽 然 と

一一VJの 躰 か 歴史の 如 か 醗 を消 した の で はな く、写 経 舗 な どが 毎陟続 して行練 ・そ 磯 つ か

が ft、徽 修 の 際 ｝． 内部 1・ 収 既 才・た ． ＜1・・1弥陀イ填 金碣 ・ 択 瑛遊 認 め る限
1）・S・4474 の 書写 鰍

は ＋
一
世 紀 後半 以後 で あ リ、西灘 領離 鰍 況 もLLL・．Liの よ う1・ 縦 しなけ れ ば な らな い であろ

一
’　 ・

第二 の 、＋ 世 紀 前半説 で あ る カ・ 、そ の 撒 は 従来 の 享鰉 専醵 が 教示す る麒 侵 入 の 際 の 難

文 瀦 嫐 で あ る ．瓢 の 毆 の 上か il， も、写 本に つ い て の e・　pri家鵬 定 か ら も・お そ ら くあら ゆ

る分野 か ら叛 て も、贈 嫩 の 成立 、都 は＋
一世紀初め まで を妥 当 とする の で あ ろ う・当写 夲

に 限 。 て 見て も、ジ ャ イ ル ズ附 ・は
tt

＋世 紀の 写 本
”

と査定 され る し・そ こ に 収 蹴 れ る そ の 他 の

浄土 教関係讃偈は 法 照 な どの 諸 讃偈 と極め て 類 似 の もの であ り、後 に 考察 する ように く十 念文 〉 の

念仏作法 の 成 立 も 八 世 紀頃 と推定 され る。 と りわ け 、〈阿 弥陀仏真金色偈 〉 の 内容 、用 語 それ 自体 が

善導 の 影響 を受け て い る こ とは 、前 に 指摘 した とお り で あ る。そ の 作者が 十
一
世 紀 後半 に 善導を敬

慕 した 択 瑛 で あ る こ と を知 ら なけれ ば 、われわ れ は当写本の 内容 を唐 中期 の 成 血 と査 定 す る方 が 止：
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解 であ ろ う呈
0｝

以上 の ように 、敦煌 学全体か らも、当写本の そ の 他の 諸篇 か らも、〈十 念文〉 その も

の の 内容か ら も、択瑛述 〈阿弥陀仏真金色偈〉 の ・一
点 を除 い て 、十

一
世
’
紀前半説 は

「
支 持さ れて い る 。

もとよ り、そ れ ら の 成立年代 と
．
書写年代は 厳密に 区別 され ね ば な らな い が 、か とい

っ て 、従米の 学

説 に逆 らっ て まで 、書写年代 を下げ る こ とは な い で あろ う。こ の 立場 を支持す る限 り、十
一

世 紀後

半以降 の 成立 、書写 の 敦煌写本 は否定 され る こ と に な り、従 っ て 〈阿弥陀仏真金色偈〉 の 作者は択

瑛 仮託説 をとらざるをえな い 。 と こ ろ で、こ うした こ とは あ りうる で あろ うか 。現 在 の と こ ろ 、択

瑛仮託 説を積 極的に支持す る証拠は認 め られ な い よ うで あ る 。　 しか しなが ら、敦煌 文献に は 未だ

霧 中の 分 野が 多い し、中国本土 と の 関係 も明 らか で は ない
。 諸讃偈 ・雑文 に つ い て は幾つ ある の か 、

不 明 の 方が 多い の で ある 。 そ の 場合、仮託 され た 訳 者をもつ 疑経群、或 い は 智顯、窺基 などに仮託

された 浄土 教典籍 が 存在す る ように ！
11〕

全 くあ りえない と い う断定 も控 えね ば な らな い で あ ろ う響
た だ し、そ の 場合に も、何故 に 択瑛に仮託 され たか 、『仏祖統紀 』 な ど の 指摘 をど う埋 解す る か 、と

い う難問は 依然 と して解決 され ず、更 に新た な考察が 要求 さ れ よ う。

〔D　同 じ題 名で 、S ．5805〈一1．念文 〉 （［斯坦 因劫経 録 」
『
敦鵁遺書総 目索 引』 p．229）が あ る か 、当該 く ト念文 〉 と は 全 く

　内容の 異 な る （六 念 文 〉 で ある。註 （3 ）参 照。

〔2）
！’
Poor　MS 、　of　lOth　cent ．（L．　Giles：Descriptive　Catalogue　of 　the　Chinese　Manuscrlpts　from　Tunhuang　in　the

　British　
l
　Museum ，　London 　l957　P　203）〔以 降 で はGiles−Catalogue．と略 記す る 〕

（3｝ ibid．　p．203、但し、そ こ で 参 照 と指 摘 す る 写 本 〔⊂f．6021 − 8（p．188）＝ S．6302、3592 、6U53、5622、5634、5805、

　5938 、6305 〕は 、〈六 念〔仏、法、僧、戒、心、t《な ど 〕文 〉で あ り、参考 に な ら な い 。

　　土 重 民 「
敦煌遺書総 目索 引 』 P．2U2、

　　金岡 照 光編 萼夊煌出土 文学 文 献 分 類 目 録 附 解 at．1　p．59 ．

（4｝ 矢 吹 慶 琿「鳴 沙 余 韻解説 』後 記 、pp．12− 13、藤枝晃
「
沙 ｛・11」帰義軍節度使始 末」〔

「東 方学報』京都12 − 13）、金 岡照 光
『
瓣 の 文 学・PP・14− 15・・2… 66・上 山大峻

「
敦燗 嫩 の 信捧衰 ・〔ア ・ ア 燉 史 ・

中国編 Vr シ ル ク・ 一ド礁 教、PP．155、
　 158、196、197）な ど参照 ．

（5）
1
敦煌 仏教 史年 表 」 （

『
西 域 文 化研 究 』 1 ．p．282）に 、

　　　1038〔年〕　生：」己　1　興 封で　重 鴇監7　　f∫．説釜甼慧1毎糸羊巻
一
ト
．
（S400 〔〕〕　　　・・・・…　tt・t…　．

　　　1・53〔年 〕 鞴 ・ 　 22 大・・m 中興 三 蔵 蠍 ・†・〔・，、。、） ＿ ．．．．．． 1
　と

．1’一．世 紀 前半書写 の 2 点 が 指 摘 され て い る、

　　しか しな が ら、前者 「智 慧 海 蔵経 』 巻下 （S．4〔〕〔｝（1）の 紀年 は
一
大 唐 宝 応 元 年（762年）」で あ る 〔Giles．Catalogue，

P・154・『享贈 遺書網 索引 ・ P・19・郵 ｛〕・な お、当 該 疑 経 は ・丿t正 蔵 、 巻85 〔N。2885〕 に 収 甜、る が 、そ こ で の 脚 注

：Q，　 S・43sは S・4・・Q・  S・1。4 は S．41・3脇 ろ う訟 ・欠麟 ・嚇 余 躑 説、 1 ．，．18・．　 II．PP．Z58− 263参貝鮒 ・

　し・Stein番弓
．
は 要 責」

．
止 ）。

　　賭
「

糖 帳 臓 聖教序 ・ 〔P・・8。・）の 紀 年 鮒 ｝・ よ ・ た か 1ま鵬 か て
・
な・ 暾 煌 遺書槲 i細 、 P … 参 驃．

なお 当写 本 に は ・「
天 宝 職 （75・1判 ・ の 故 鷸 が 認め ら才・る咄蹟

・
西馳 膜 文 文 献 公 雲貝目類 瀰 非仏轍

縦 部 故 饑 〔・ 1・P・・94・・21− ・・2・237 − 24・い ・ずれ に せ よ、嶋 本 と も ｝
．．
泄 紀 齢 とす る 。 と。 はKH ．7

　で あ る。

　瓣 嫩 艸 で ・最 榊 し喇 年；よ・オ ・げ ・ べ ・レ ク熔 の 写 本 φ
一32 ・

大 贓 新 年 （1・・2、IT −）、 〔Jl．　H ．．MEI　｛b−
lllMK °B ：°冂MCAH 燗 m 説 CKHX 　py ・・エ1・CE触 ・HbXyAHCK ・「・ Φ・H 」IA，…IHCTMTyTA 　HA ・・n・B．A3MM ，
Bbl冂yCK 　1〔P．62）・2〔… 59・・6・・）1963・　 1967 ．　 1・lh大 峻 「

削 鞴 文 ・ P．ユ58参 脚 ス タ イ ・ 鰍 鱒 で は 、S．417、
「髄 元年〔995年 1・ （LGn … D … dCh ・n ・se　M ・n ・・c ・・・… r・ ・h・ S・e・n　C ・・ec ・… V ・，lnB ・・A ・．Xl，，．173 、藤麒

・

敦
煌暦 晞 」

『
勅 学報・ 京舗 P ・433 ，・べ 1丿放 献 で は 、P．

．
3・9・・、

一
髄 二 年 〔… 年 ）、 〔

・
辮 書 遺 総 目 矧 、P．，8、1

た だ し
　　　

・藤鯤 刪 論 文 ・ P・433・で 1よ P329・・h・
「
至 翫 年・ とす る ） な ど 腮 われ る か ら、い ず れ も＋世 紀 を i“

限 と考 え る の が 妥 当で あろ ？。
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鯉 柴 　 1下］

Il〔1 （ 中］／　．P）L
』Tg　 IH 友

厂
採 　出．1り⊃！111和 1・1念 仏．動 F 西 域文 化 研究 　・1・パ ，　 PP．2C｝9 、22⊥） （諏↓勾朱 み文 》 、「ゴ1

　f” 法・＃ n）！⊥ 略 本 ！ 大11
」47 ・4M

−
［
・’− 4i〔〕−D 、（ 匹け丿礼 負文〉 〈曲 方 籍 負〉 ＜酉 乃讃） li こ法十 勣 121本 1：ナ 正 85 ・1251

　 i［1
．
　ILt　［，　L

，
　11［、　且＿62 ピ

ー1z64 −［　1、　’冢4 善Ll 　l　
『
唐 中旦月グ）汀卜」　教 』　PP　200−　2u3 参 塀量、，

〔 、1 た ヒ　 」．．ば 、守1 生 』 叱文〉 ： ）
’
ll｝JktG 卿 ゆ ．，、，｝i囎 E』 II．pP．79 −．8｛〕、広 III 敵

一
押 出⊥ 古 ヂ イ1VL 　U 、

I　 J

　 4，二「　　・
’
ご．、　／’厨lurFD［儿i

．
ノ」，員＞　1 亘」：−fTIPttl♪〈［些iフ」樋（響、Pt；a＞　：　

「．h 会汨：蕚　負」　1上：4£ 〔丿（i上：85 ・12511　卜、　1Z52　L・、　1257

　 LIい、　】2、　ll1 』　L＿dPt1、　1264　卜．　　i　I，　上th（4　亘≒IU“　「F河才とJ 吉」　1）p　UO− Zり3鞠　21i8− 239、　＿12− 244、　252、，

　お そ ら く、｝1，、封 ’
v41 又 献 τ 渉 夙 厂れ ば 、こ J した 事例 は 更 に 見 出 され るて あ ろ う．

8）　こ う L た d 日 ．教 図 係 プノ変 文 ・
岨 文 ・イ」

丿文 ・原1岐 こ  鳶　文 ・lk15．・雑文 な どの 諸 典 料に つ い て は 、ス タ イ／ 文醸 を

　 111心 ヒ L
．
＼検索 し、

．1『L に そ の lt］　1．ピ
先 ？C・L た カ

・1拙 ll．1
一
敦 1 文献 の il　 l．思 想 に つ い て ト

「印 1．，酬 』弔 26巻 釦 2号 ）、

　 な お 杉4 と考　 々 耜糸μし中　め り、一一・々の 資制に つ い て は 、他 ［「発衣予定 で あ る。

団 　 1出 大暇 「II」掲。話庁文一pp　154、197参 雌 。た だ し、内麦 「
ト

iguft の 歴 史は 明 ら か て な い よう で あ る 1金岡 照 光 『城 煌 の

　 文学 ⊥ P．2〔戸 昭 　 、

〔］le〕 初の の 「
ト1］” PI ］ に ヨ己した よ

一
に 、醤 ，．．、ISI］f，i［［5：stF．ilJ’｛ ！

目 4 ポ阪 fiム教学≦．．に ・し？こL た もの
『
・ あ るか ．　 S，1・瑛

　 一失 検
1

て い た i 荷1．　・、−1念 （＞ a 戎 、1：： EI　K と 考 え て の L、rEU旨
一
、あ っ 　　本稿 ク〕二L 旨 ：唄 イVl　／） 取 骸 月 威の 　

・
購 成肇

　 凵1 に
t ’る〕 ブ f われ ξ財

广
，け ：．は ない tt 、　・

，，［．塀、1E ）Jl［±

1 した の は と くに こ の 点
’
L あ る．

M ，1　
」
｛ljf［，Itl　，fノ、教 十　リ1きr」乂・冗史　rl　讐〕P．lt｛．〔〕IV．

一
ド〕、「

tP 　I教 之 韻 究」］）P．41弓4　　51Z ．　
‘

　，4六1−1 英　
「ノ｛台プ（自巾a ノイ1月ノし 』　PP ・5・5

　
．c　）if、な と

1
疹 　、

  　た とえば 、善導関係 負料の 一
つ

1．ナ 唐 実 際 寺 故主懐憚 奉剌丿贈隆閲大法帥岬 銘 lt二序』 〔
「金 石 率編 』 巻 八六 、唐 四 人 ）

　に
「
又 誦一、弥 陀 真掲ご

一f．万余 遍．亅 と い う記 述 が あ る。こ の 偶 が 何 を指 すか は 不 明 で あ る が 、数あ る 浄 L教関係讃偶 の

　 中 で も、　 1 ：1 弥陀〔仏 1真〔寸 色）偶〉力 最もふ さh ＿い 題 名 とみ
一t

こ と は 可能 て の る 、，た た し、・冢オ善 隆杓 十 は こ こ

　 こ に い
’1；lrf・11［；LL てil　 L※

1

弥1，L 　！嗣 も、或 ｛ぴ1・”」弥 IU，．、、1兒咒 の 如 き も・y を指 す もの
〒．は あ る まい か

t’t　 1 」 iitt　i期 の ，・1に［二

　 教．II　 P　I8〔）．と　sk　t さ れ る か ら 、　 lb　
−1　1：ち る と

一1一る な ら は ．別 豹 本
＝
i．LBL 　rx迄．：

註いr
− S．265 甑 P．2722、に 」］tしめ

　   れ る 轡 i 仏 り　 に 当 て る J．　／、女当
‘Lあ ろ

一
）∩

五 、 弥陀三 尊 e 地蔵菩薩の 十念作法

　 冊 述 が S．4，174の 舌 ’
」：年1ヒに 係 わ りす きて 、い さ さか 本輌 の 主 旨 ：疑経形成 の 椙成 要因 として の 噴

偈 、か ら 逸 れ たが 、それ で は 、こ う した問題 を有す る 〈　 1一念 文〉 の 後半品分 lkl　と く に く弥 陀三 尊

各 々 　1b 、地 蔵菩麟
一

魎 の ト念 ．の 作三法は 、い つ の 頃 に 成立 した の で あろ うか 。ま た 、 こ の 念仏作

法 が 何ゆ え に 後 の
『亮舒 浄土 〈 s

『念仏起 脱輪廻提径経 』 に み られ る よ うな く弥陀三 尊、｛田 尹 大 海

衆苦醸へ の 〔多柑 念仏 〉 へ と代 ・．た の で あ ろ っ か tt

　 こ こ で、三 資料 に 載せ る 念仏作法 を今
一度磁認す る と、

　 〈十 念 文 〉（S ，4414）　　　　　　　　 〈讃仏偈 〉（
「竜舒浄土 文』）　　

『
念仏 超脱輪廻 捷径経 旨

　南無大黜大悲西 1∫極、轟世界阿弥陀丁’

厂、　1・・　　1　い是念仏よ」「声f・声、以至万声、　1　南無西力極楽世界大慈大悲阿弥1・‘仏

南鰓 即 麟 圃 臨 論 ．ガ 編 各＋戯 膊 ，　 　 鹸 阿弥1匕讎 轟 退，、

南鰍 駄 悲酷 傾 世界丿＼甥 辷舗 遍 l　　　　　　　　 I 漁 攤 藷 薩 旨・1

献 大觀 孅 誰 。 　 　 1　 　 　 　 隔 無 ・競 剛 ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　 I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i 南無消浄九 1サせ菩鹸HJ

で 婦 、われ わ れ は 、こ の 1ヒ械 照 か ら だ け で も．　 i3ttkに お け る 1秘 思想〔念仏〕に つ い て ・ 1’念

か ら 多称 念仏へ の 弄夕 向 を容易 1こ 。 几 み とる こ とが で き、そ の 移向 か
『
亀 舒 ｝捌 幻 か ら で ある こ と を

知 る で あ ろ う、　「琵 舒 IJ吐 文 』 て は 目 ・体 的 に 仏菩酎名 を挙 げ て は い な い か 、
「

念仏或 ド1声
．
「
一
戸 、以皇

7炉 詫 1粥
・
剤

・ …・
、 と念1ムの 1蝋 が 騨 1・ 一

・丈 し て い る か ら・すで に ・こ こ で 1ま弥陀三 尊と1・
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疑経 と讃偈一 『念 仏超 脱輪廻捷径経』 形成 の 諸問題一
15

浄大海衆菩薩 を指 して い よう。　 お そ ら く 「竜舒浄土文 』 の 記述は 念仏作法そ の もの を問題 に した

の で は な く、 浄土思想に 関す る諸 々 の 文 類 を収 録 した もの であるか ら、殊 更、具体 的な仏菩薩名は

出 さなか っ た の で あろ う。当該 〈讃仏偈〉 は 、初め に 示 した よ うに
、

「並 回 向発願文。共四篇事盡理

到 。 皆先覚所撰。凡修浄業者随意互用 cコ と細註が あ り、当偈 の 外 の 三 篇に は 、い ずれ も
「
念仏 （号

並 ）菩薩号同 （如）前」 とあるか らやす で に こ の 当時、こ うした諸讃偈が 称 えられた後 に は仏菩薩

を唱え る作法が 定着 して い た こ とも知 る べ きで あ る。

　それ で は 、まず く
．
卜念文〉 の 念仏作法が 、い つ の 頃の 成立 で あ り、どの 時代 まで 行 われ て い た の

で あ ろ うか ！
：s・

　第
一

の 手掛 りは 、こ の
“

弥陀 ・観音 ・勢至 各 々 三 遍 、地蔵一遍
”

の 十 念作法が S．6109に 認め られ

る こ と で あ る。当写本で は押

　　大乗浄 土 讃

　　　 ……・・…・ ・…・…・…　大乗浄土 讃
一

本

　　 南無西方極楽世 界大慈大悲阿 弥陀仏 三 CI〔念〕

　　 南無西方極楽世 界大慈大悲観世 音菩薩三〇 〔念〕

　　 南無西方極楽世 界大慈大悲大勢至菩薩三 念

　　 地 蔵菩薩　上 来称揚 十 念功徳　資益 亡（？）霊　惟願・…・……・・…

とある か ら、〈十念文〉 の 念仏作法 と同 じもの と考えて よい 。と こ ろ で 、こ の 二 写本に 共通 して い る

の は 、い ずれ も讃偈の 後 に十 念作法が 行わ れ る点 で ある。諸讃偈 の 後に念仏 を唱 え る作法は 、当十

念作法 に 限 らず、『往生礼讃偈 』 の 「南無至心帰命礼西方 阿弥陀仏 」 や 『竜舒 浄土 文』 の 多称念仏な

ど （今 日 の 声明 作法に 至 る ま で ）に 共 通す るか ら奇異な こ と で は な い が 、〈十 念文 〉 に 限 っ て い え ぱ 、

十念作法は 色 々 な讃偈の 後に 唱 え られ た 、す なわ ち く阿弥陀仏真金色f曷〉 と く十念作法〉 は 元来別

々 の 成立 で あ っ た点 を注意 した い
。 本稿が 、

一貫 して讃 偈と念仏 を分けて論述す るこ とも、後に く

十念作法〉 が く多称 念仏 〉 に移行す る理 由 も、こ れ に よ っ て知 られ る で あ ろ う。
一

般に 讃歎形式、

念仏 作法 な どは そ う容易に変 る もの で は な い が 、それが 変更 した 理 由が 讃偈 と念仏が 別 々 の 成立 で

あ り、両者 の 結びつ きが稀簿で あ っ た こ とを知 っ て 、は じめ て 納得 で きる の で あ る。同様に 、次 に

考察す る 〈弥陀三尊 ・清浄大 海衆菩薩へ の 念仏 〉 も、 〈十 念作法〉 そ の もの が 発展変容 した の で は

な く、お そ ら く何 らか の 別な素材 か ら成立 し定着 した で あ ろ うこ とも予想 で きよ・う。

　
S．6109か ら知 ら れ る第 2 の 点は 、 当十 念作法が 〈大乗浄 」讃 〉 の 後 に 連写 されて い る こ とで あ る

。

「
浄土 法身讃・ と樋 する ・大継 土讃 ・ ！ま、・五 会法事讃、 広 本に 釈灘 〔例

・，
と収 め られる外に 、

別 行写 本 も数 点 徽 し激 煌 召 よ極 め て よ く用 い S・ n た 謙 で あ る ば か O で な く、そ の r熔 が 鰓
想 と の 鬲蛤 を表 わ して い る点 で 藩 土教 関係敦願 料 の 中で も特點 諏 と してfnられ て い るr・

そ の 製
興 瀬 （八 世 紀 後半 ）であ ・・写本 の 多くが ＋世 紀 〔た とえば 、・、2963の 紀年

・
乾祐雕

（951 年崩 ・されて ・ ・ か ・… 流行 も推定 ・ ・る． ・ の ・大輸 讃、 に 、＋ 念作法 、 が 連

謐 聯
こ とは ・ 〈＋ 念作鹹 立 の 決 め手に は な ・ な ・て … 蜘 ・ 流行 ・・ ・ ・ …

　
と こ ろ が 、〈十 念作法 〉 そ っ く り で は な い が 、そ の 存在 を予想 させ る記述が 、実は 法照所撰 の 『

五
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会法事讃』 略本 に 見出せ る。第二 の 手掛 りを提示 する本書は 、序文 に 述 作の 所以、法要 で の 注意事

項、法要 の 次第などを記すが 轡　法要 の 最初の
「

作梵 〔『涅繋経 』 の 喝〕」 を唱 え了 っ て、

　念阿弥陀仏観音勢至地 蔵菩薩、各．三五 十声。

と称 え、次 に
「
．
稽請（文）」 に 入 る よ うに 説明す る

。
こ こ で の

「
各三 五 十声 」 は 、

“ 3 × 5 × 10− 15〔〕

声
”

では な く、後述の 資料か ら推 して 法要 の 状況に よ っ て
“3 々 三 声、或 い は五 声、或い は 十 声

”

の 意味で あ ろ う。こ の 記述 は すで に 法照 の 五 会 念仏作法 で弥陀三尊 ・地蔵菩薩 を各々 三 、五 、十 回

続け て称 え る形式が 行 われて い た こ と を示 し て い る、，そ こ に は後に 認 め られ る よ うな 「各十 声一
」

と い う定 型 に は な っ て い な い 、最 も初期 の 作法が 感 じら れ る。こ れ を く十念作法 〉 に 較べ ると、む

しろ多称念仏化の 印象を強 く受 けるが 、それは 法要 の 状況に よ っ て 同数 が 定 ま っ て い なか っ た か ら

で あろ う。お そ ら く、こ の 弥陀観音勢至 地 蔵菩薩連声 の 作法が 、　
「無量寿経』　

「
e

観経 』 に 由来す る

浄 ヒ教 の 中心 的行 業 〈 卜念思想〉 の 影響 を受け て 、　
“

弥陀 三尊各三 遍 、地蔵菩薩一遍
”

の 〈十念作

法〉に定型化 した と思われ る n 他方 、諸菩薩連声の 作法 は 、後に 指摘す る 多称念仏化 の 傾向に よ っ て

『竜舒浄上 文 』 の 時代には 諸菩薩各十 声或百声 へ と発展 した、こ の よ うに 当該記述 は く十念作法〉

と 〈多称 念仏 〉 の 二 つ の 可能性 を内有 した未分化 の 状況 を示 して い よう。

　 『五会法事讃』 略 本、S．6109 、そ して S．4474 〈十念文 〉 の 三 資料は 、われわれに 次 の よ うな経 過

を予想 させ る
。 まず弥陀三 尊 ・地 蔵菩 薩へ の 念仏は法照 の 時代に は 各 々 数回称 える形で行 われて い

た ．や か て それは 十 念思想 の 影響 を うけ て 、一方で は弥陀三 尊各三 遍、地 藏菩薩…遍 の 〈十 念作法 〉

へ と定型化 した 。他方 、多称念仏 の 影響 を受 け て 諸菩薩各十声或 灯声 と い う形 式 も行 われ た。時代

的に は 、連声八世紀後半、流行十 、十
一

世 紀 である 。

　以上 の 経過は 資料的 、1二場か らの 推定で あ るが 、 〈 卜念作法〉 は また思想的 立場か らみ て も極め て

特 異な内容 を含ん で い る。すな わ ち弥陀信仰 と地蔵 信仰 の 融合 とい う点で ある。

　そ こ で 第三 に 、地 蔵信 仰 の 流行、弥陀 ・地 蔵信仰 の 融合、そ れ が 形 成され る うる時代社会 の 状 況

な ど を考 える こ とに よ っ て 、ぐ ト念作法〉 成立 と流行 の 基盤 を知 っ て お こ っ ．

　まず中国に おけ る 地 蔵信 仰 の 成 “Jlと流行 で ある が 、その 克明 な歴史的変遷 を辿 る こ と は ひ とまず

措 い て も、常識的に は く地蔵経典 〉 の 訳出か ら始 まる とみ る こ とが で きよ う。 とこ ろで 、イン ドで

成立 し訳 出 され た く地 蔵経 典冫 で 代表 的 もの と し て は 、『大方広十輪経 、1 八巻 失 訳 、 「
大乗大集地 蔵

＋ 輪経 、 捲 玄1駅 、 ・地 蔵舗 本願 経 、 ＝ 巻 叡 辮 厭 な どが 捌 凝 経 と し て は
「占察

善悪業報経 』 二 巻　菩提燈訳
曲

が よく知 られ て い る 。　こ うした く地 蔵経典 〉 の 訳出、創作 を背 景と

し て 一 梱 で の 士臓 ｛訓 iが 盛ん に な 。 て くるの だ が 、 ・ こ で 留鮒 べ きは 、こ t・・e・ 〈地 鹸 典 〉

　に は 浄土思 想 が認め られ な い とい う点で あ る．　浄 土 思 想 に 言 及 す る 漢訳経 論 に つ い て は 、今 日、

約 29L｝部 が 知 られ て い る が 四　 〈地 蔵経 典〉 で は 浄 土 思想 に 言 及 して い な い 。　従 っ て 、イン ドで

は 、地 儲 仰 と弥陀イ言仰 と の 鬲蛤 は資料的 1・ 認 め られ な い ・ そ の 鬲蛤 が 言忍め られ る の は ・弓咽 に

人 っ て か il：、 で あ り、中国仏 教 とりわ け中国浄 土 教 の 融合 的 な特徴 と し て 銘 記 すべ きで あ る．　
次 に 、

こ う した 〈地 蔵 経典 〉 を背景 と して の 中国社 会 に お け る 地 蔵 信仰 の 興起 流 行で ある か 、塚 本善隆博

1−：の 石胱 に よれ ば 、隋 ・初丿唐か ら 地蔵 離 の 信仰 が 起 一
）　
一
（きて い る が 、黎 の 糀 ll（651年 〕とそ の

門下 の 流布鼓吹 、吏 に 実 叉難陀（695−710年 ）の 訳 出頃か ら盛 ん と な っ た。竜門石窟 の 造像 銘 で は 、

地 蔵 ・羅 は 隋 以前に な く、賑 武胤 65・
−7・4判 1隻随 ・ て 頓 に 鋤 囗して い 瀦 ／

’
E・ て 沖 国

で の 地 蔵 f訓 1の 瀟
・

∫は 七世 紀 後半か ら lk世 継 」」め ・頁と 叛 られ る ・

一・
方 ・・ の 時 代 の 弥陀 1訓 が
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ど っ か とい えば 、　まさ に 善導 （613−681年）とその 門下、続 い て慈愍慧日（680−748年 ）の 活躍が 始

まる時期 で あ り、弥陀信仰 の 盛行 は 改め て 説明 を要 しな い で あ ろ う。こ うした両 信仰が 最 も盛 ん で

あ っ た社 会状況 を背景 と して 、その 融合が な され た の で あるな らば 、成立 しうる基盤 はほ ぼ こ の 時

代 、八 世 紀前半 と推定され る 。

　　〈十念作法〉 の 成立 と変遷 を追求 して い るわれ わ れは 、第
一・

に それ を載せ る S．6109の 〈大乗浄土

讃 〉 との 関係か ら十世紀の 存在 を、第二 に 「五 会法事 讃』 略本、
「
弥陀三 尊 ・地蔵菩薩」 各連声 の 記

述か ら八世 紀後半の 萌芽 を資料的 に 推定 し、第　に弥 陀 ・地蔵信仰流行 の 社 会状況か ら、八世 紀前

半 の 可能性 を予想 した 。

　 こ こ で第四に 疑経に 認め られ る弥陀 ・地蔵信仰 の事例 を取上 げ て 、　〈十念作法 〉 の 流行 の 傍証 と

しよ う。中国庶 民社会で の 様相 、要請を背景 として創作 され た疑経群は 、こ れ ま で の 歴史 の 表 面に

現 わ れ た 中国仏教史 とは異な っ た 、隠され た実態 と中国仏教独 自の 特徴 を端 的に 語 っ て くれ るが 、

そ うした
一

つ に 「地蔵 菩薩経 』 が あ る。地蔵信仰に よ っ て創作 さ れ た 本経に は 、

　若有善 男子善女人、造地蔵菩薩像 、写地 蔵菩薩経 、及念地 蔵菩薩名、此 人定得往生 西方極楽世 界 。

　若有人、造地蔵 菩薩像、写…・…・、及念地 蔵菩薩名、此人定得往生西方極 楽世 界。此 人捨命之 日、

　 地 蔵 菩薩親 自来迎 。

〔［：雪：

と説か れて い る 。　
’
すで に 指摘 した よ うに 、こ れは イ ン ド撰述 く地蔵経典〉 に は全 く認め られ な い

疑経独 自の 思想で ある が 、地蔵菩薩の 造像 ・写 経 ・念菩薩名に よ り、命終 の 来迎 と極楽往生 を説 く

点は 弥陀信仰 の 念 仏往 生 と弥陀来迎 を転用 した こ とが 明 らか で あ る。当疑経 の 成立 は 不明 で あるが

諸写本 の 中には
一1』世紀 の 干支 の もの （S．4489、乙 曲年 〔985年 ？〕）が ある か ら1i4：

そ の 流行年代は知る こ

とが で きる。また 、地蔵 信仰 と冥 界思 想を背景 と して、九世紀中葉前後 に 成立 した 「
卜土 経』 は と

くに 唐末 i 代 （卜世 紀）頃に 活動 した成都大聖慈寺沙 門蔵 川 に よ っ て 、弥陀信仰 と結合 して盛行 し、
そ の 影響 は 躰 に ま で 及 ん で い る

tL5】
こ の こ とは弥陀 ・

地 蔵 の 鬲蛤 イ訓 が最 孀 ん で あ 。 た 時代を も
教 えて い る。

　以上 の 諸例 を総合す る と、当 く十 念作法〉 の 前芽 成 立は 八世紀 、現行 の 形 に な っ て 、盛んに行 わ

れ た の は
．1’世紀・則 ・ ＋一

世 糸己以降 〔択 瑛嚇 代〕に も躙 召 ま行 われ て い た ． 思想的には 、弖尓陀
倒 Jと地 蔵 信仰艦 合 融 合的中国浄轍 の 特徴 を示 す

一
例 と して 貴動 資糀 裁 る であろ う．

（1） 《1紋 》の 黻 か 囓 嵜・齢 雌 齢 ・蜘 ・〉・念 雌 法・ でhk　V “．。 て い る ・ と1ま働 峨 せ た と お り 筋 る
ヵ＼ 鰰 ・〈嬲 〉 鯛 を・愚・嚇 る か 〔死 を魴 伽 ・

糊 ・・ か で な い ．r］・2483に ・
鞦 巨r・沙 IAtr（女II鰍 欝 ）、

（
「
瓣 遺 論 目矧 ・ P・265・なお・f嚇 麒

1
欺 壯 灘 1示・尚 念 讎 、 P、213で は ・臨 目広文、 ）とあ る鯛 類で あ 、

，

　 つ か 　〔未 見〕。

∵ 器
2
剛 謝 ゴ・回 臘 ［文 の 一．

篇は
「
念 仏 ・… 文 ・ 酬

『
・… 文 ・・ … 大 工・・47・178

−
1・）…

〔3戸 念鮑 噛 蟹   ・
の 構成燃 を櫞 して ・ る ・湘 ・ t・・ と・て 、後 ・ 当該 鰡 で 姿 を靴 。 〈

’1．紋 。）

念 雌 法 の 櫞 を探 る こ ・ ・ 輪 の 主 旨 と ・ 翻 ・る か も知 れ 帆 しか しなか ら、・1・lll 糀 傾 絶 慨 の 1瑚係 、
、

ら知 畝 た こ の 創 雄 法 は ・享文丈蚊 献 に よ っ て 初 め て明 らカ
・
に な ・ た 割 1期 浄 土 教 の 隠 され 嫉 態の

＿
つ な の で あ

リ・そ の 意 味 で 髄 め て 嬢 な課 題 で あ る・浄土 教 に お け る創 ∠、，鰓 の 鞍 性 を勘 案 して、こ こ で 1よ 多少 考 察 す る

　 こ とに L た。

（4）G ’les−−Ca「al°gue ・〔｝・6104 （p　l9】）
’F ・II・ w ・d・by　inv・c 蹠 ・・d　p・ay ・・ t・ Amld 。・B．ddha，　and ，h。．th，e ，．b。dhi、a−

ttvas
　
Aval°k’t・S… a，　M ・h：・・h；ima ・　a ・d・K ・iti… bh・．　F ・・rly ・9・・d　MS ．　Thlck　b．ff，。p，， 315 。 4⊥， m ．
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「
敦炸遺書総 Pl索 引』 （p235 〕：6109　大 乗浄 土 讃

一本 、6109L， 釈 門 雑文、、

〔5〕 大正 85 ・1264 卜　 上265上 。

〔6）　塚 本善隆
『
唐中期 の 浄土 教Jpp 、i76− 177、244− 246、　Lllll大峻

「
敦煌出 it’「浄 1：法身讃」 に つ い て 」〔

『
真宗研究 」1

　 第2t輯 ）。た だ し、そ こ で は 当写 本の 指摘 は な い ／t

〔7） 『五 会 法 事讃』 広 本、大 正 85 ・1266．L 、　 E山大峻
「
．
前掲 論文 」 参照、，

｛g） 大正 47 ・474下 ．475中、塚 本 善 隆 『前掲 書』 pp．188
− 189参 照。

uol 望 月信 亨
『仏 教 経 嬖1き成立 史論 』 pp　485− 493、牧 「H諦 亮 ／疑 縫 研 究 」 PP　l〔〕8LLL下 な ど、参照 ．

〔］1） 藤 田 宏達
「
原始浄土 思想の 研 究』 pp．136 − 164。

〔12｝ 塚本善隆
「
引路 菩薩借仰 と地 蔵 十 二E信 仰 」 〔

『塚 本 善 隆 苫作 集』 第 7 巻、p．374；、1・il 「
竜門石 窟 に 規れ た る 北魏 仏

　教 」 （「同著 作集』 第一二巻、pp，26U 　261、446 ）、

囎　大 正 85 ・　 MsJr　li。拙稿
「
浄上 教関係 疑経 典の 酬 究日 」 〔

『札 幌大 谷知：大 紀 要 e／ 第八 号、　p　l31）「
同L ．）」 （

『
同紀 ttJ

　 第丿し
．
号
一、　P、王22 ）。

t141） ・
・
敦煌 i鰭 繝 索引、P．202，　G 、1。 s −c 。し、1・9・・ （｝．4687（P．138），　d ．　L．Giiesl　D・t・d　Manu ・c ・・pt・ ・n しh・ Sしem 　

G ・llecti°11

　VI，　in　BSOAS ．Xl　p．169，牧 田 締亮
F
前掲 諱』 p．39。

〔15｝ 麟 鱗
1
．
弓1瞎 麟 ｛・1・と齢 杜 儲 ・

、 と くi・pP ・384− … 、／i・】・1鰍
．
＋ 牲 七繍 図勧 髄 ・〔

『V，￥／文化

　 史研 究 』）。

六 、 弥陀三 尊 ・清浄大海衆 菩薩の 多称念仏

　 1 ．その 原 形

　弥陀三 尊 ・地 蔵菩薩 へ の 〈十 念作法〉 の 成立 と流行 が以上の よ うに 考 え られ る とす るな らば 、
『竜

舒 浄土文 』 の トニ 世紀に は 、弥陀 三 尊 ・清浄大海衆菩薩へ の く多称念仏〉 が く十 念作法〉 に と っ て

代 一
， た 。更に 、こ の 念仏作法は明 末以 降の 『念仏 超脱輪廻捷径経 」 に も継続 して 用 い られ た

。 それ

て は 、こ の 念仏作法の 萌芽 は い つ 頃に あ り、それ が ど の よ うに 変遷 し定 型化 して い っ た の で あろ う

か 。 こ こ で は 、弥陀三 尊 ・清浄大海衆菩薩へ の 念仏作法 に つ い て 、まず資料的に そ の 流れ を辿 っ て

み よつ ．

　と こ ろ で 、こ の 念仏作法の 先行す る資料 を探 れば 、実は そ の 流 れ は 曇鸞か ち 善導 と展開す る中国

浄土 教主流 の 諸讃偈 と念仏作法 に 名称 を変 え て 見出せ る 。 す なわち 、こ の 念仏作法は 、前 の く十念

作法 〉 と は 異な り、善轍 の 瀏 ・教の 中に 原 形が 剤 、後に 宋佃 ・ 入 ・ て 酬 彡し定型化 した 作法な

の であ る。中国浄土教 史上 、極め て有名な、か つ 重要な讃偶 とい う意味 で 、こ こ で は頻 を厭 わ ず挙

げ て み よ つ 。

　まず 、τ｝、 くは 「讃阿弥陀 仏偈 』 曇鸞法師作に Jll

　南無至 心 帰 命礼西方阿弥陀 仏

　　哀愍覆護 我　令 法陲増艮　此世 及 後生　願仏常摂 受　 〔哀懸 の 偈 〕

　　願共諸衆 生往生 安楽国

　南無至 心 帰命礼 西方極楽世 界観世 音菩薩　願 共諸衆生往生 安楽 国

　南無至心 帰命礼 西方極楽世 界大勢至菩 薩　願共 諸衆生往生 安楽国

　南無 至 心 帰命 礼西 方極楽 阯界諸 菩薩清 浄大海衆　願共 諸衆 生往生安楽 国

更 に 、善導 「法 事讃 』 巻下
1
七 唱 礼」 に 121

　南無西 方極 楽 世 界阿弥陀仏　願共諸衆 生往 生安楽 国

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

疑経 と讃偈
一「念仏超脱輪廻箆径経』形成 の 諸問題一

　南無西方極楽世界観世 音菩薩　願共諸衆生往生安楽国

　南無西方極楽世 界大勢至 菩薩　願共 諸衆生 往生 安楽国

　南無西 方極楽世 界諸菩薩摩訶薩清浄大海衆　願共諸衆生往生安楽国

或 い は 、 『往生礼讃』 の 六 時礼讃す べ て に 」
31

　南無西方極楽世界阿弥陀仏　 〔哀愍の 偈〕　 願共衆生咸帰命　故我頂礼 生彼国

　南無西方極楽世界観世 音菩薩　願共衆生威帰命　故我頂礼生彼 国

　南無西方極楽世 界大勢至菩薩　願共衆生咸帰命　故我頂礼生 彼国

　南無西方極楽世界諸菩薩清浄大海 衆　願共衆生咸帰命　故我頂礼生彼国　 （
「
日没礼讃 」 ）

19

南無至心 帰命礼西方阿弥陀仏　 〔哀愍 の 偈〕　 願共 諸衆 生往生安 楽国

南無至 心帰命礼西 方極楽世 界観世 音菩薩　願共諸衆生往生安楽国

南無至心 帰命礼西 方極楽世 界大勢至 菩薩　願共 諸衆生往生 安楽国

南無至心 帰命礼西方極楽世 界諸菩薩清浄大海衆　願共諸衆生 往生 安楽国　 （ 「初 夜礼讃 」
「
中夜礼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 讃」　
「
後夜礼讃」 ）

南無至 心帰命礼西方阿弥陀仏　 〔哀愍 の 偈〕　 願共諸衆生往生安楽国

南無至心 帰命礼 西方極 楽世 界 観世音菩 薩　 〔讃文五 言八句〕　 願共諸衆生往生安楽国

南無至 心帰命礼西方極楽世 界大勢至菩 薩　 〔讃 文五 言八句〕　 願共 諸衆生往 生安楽国

南無至 心 帰命礼 西方極楽世 界諸菩薩清 浄大海衆 　願共諸衆生往生安楽 国　 （「晨朝礼讃」）

　南無至心 帰命礼西方阿弥陀仏　 〔哀愍 の 偈〕　 願共諸 衆生往生安楽国

　南無至心帰命礼西 方極楽世 界観音勢至諸菩薩清浄大海 衆　願共諸衆生往生安楽国　 （
「
日中礼 讃」）

と あ り、そ の
「
後文」 に は 、

　若入観及睡 眠時、応発 此願、若坐若立 、
一

心合掌、正 面向西、十声称阿弥陀仏観音勢至諸菩薩清

　 浄大海衆竟 。

と認め られ る。就 中、　
『往生礼讃』 は諸本 〔敦煌 写本、大正 蔵所収本、『集諸経礼懺 儀 』 収録 な ど〕

だ け で な く、『浄土 五会讃』 広略 二 本所収 の 讃文、『聖武天 皇宸翰雑集』 の
「
隋大 業主 浄土 詩」 など と

の 偈数、内容、次 第、或 い は念仏作法に つ い て 異同出没 が あ り、善導教学 の 重要性 と相俟 っ て 、古

来 、秀れ た先学 の 成果が示 され 、現在で も新た な敦煌 写本 の 紹介に よ っ て 、なお研 究が継続 されて

い る劉　本稿 に 関係す る
「
観世 音菩薩 」

「大勢至 菩薩」 の 礼 拝に 限 っ て み て も、その 位置、偈 文 の 有
無 な どには 問題が あ り、現行本の 作法 は智昇以降の もの と の 成果 もあ るが 151こ こ ては 、弥陀三 尊 ・

清浄大 海衆菩薩 へ の く念仏作法〉 に 係 わ る諸点 を指摘するに と どめ た い
。

　そ の 第
一

は 、諸 本に 異 同 が あ っ た と して も、い ずれ も
「
阿弥陀仏」

一 「
観世 音菩薩」

一 「
大 勢龕

菩 薩」
一 「

諸菩薩清浄大海 衆 」 の 順序 で 称 え られ て い る点 で あ り、か つ 注 意す べ きは 、 『
念 仏超 脱

輪廻捷 径経 』 に あ るよ うな
「
清浄大海衆菩薩」 に な っ て い な い 点で あ る 。 こ こ で の i諸菩薩清 浄大

海衆」 の 呼称 は 、浄土眷属 の 諸菩 薩 と清浄な大 海の 数 の 如 き〔聖 〕衆、すなわ ち浄土 の 無数 の 眷属で

あ る諸菩薩〔聖〕衆 とい う程 の 意味 で あ ・ て 擬 経 に あ る 晴 浄大髞 とい う名の 黷
〃

で は な い 。
未 だ 固 有名詞的 呼称 で な い 点 は 注意すべ きで あ る。

　第二 は、こ れ ら の 讃偈 で み る限 り多称念仏は未だ 意識 さ れ て い な い 点 であ る。『往生礼讃 』
「
後文 」
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一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

2θ　　　　　　　　　　　　　　　　 柴　田　　 泰

に

一
レ声称阿弥陀イ！、観音勢至 諸菩 薩清浄大海衆 竟」 と ある だ け で 、そ の 他の 個 所に は念仏 の 多称 、

回数 の 多い こ とを強調 す る 記述 は な い 。た だ し、こ の こ とは、多称念仏か 全 く無か っ た 、念仏か く

り返 し称えられて い なか rttた 、とい うの で は な い
。 すで に み た よ うに 、讃掲 の 間毎 に

．
南無至心帰

命礼西 力阿弥陀 μ、一な ど と記述す る こ と、それ 自体が 念仏 の 強調 、く り返 しを端的に 示 し て い る、

諸行兼修 に 特徴が あ っ た とされ る中国浄 土教に お い て も最 も主要 な行業 は ぐ念仏 〉 で あ っ た
。

『無量

丿、」経 、の く十 念一念 1：第 レ八 念1！、往 生願、そ の 成就文 、三輩往 生）〉、「観経 」 の く臨終 称 仏 ・
十 念具足

（下
一
卜宀吊〉、

「阿弥陀経 』 の く執持名 号〉 など は 、経典そ の もの の 中心 思想 で あるば か り で な く、そ

れ を中心に 展開す る中口｝h争土 教理 史は 、そ の 内容が 観念で あれ 口 称 で あれ 、相続 して 念ずる こ と を

前提 と して 論議 され 発展する1；“ ま た 、か れ ら浄土 教徒 の 行状 に も、囗 に 数万回 の 念仏 、と い っ こ と

も珍 ら し くな い 評こ の ように 、念仏 が重 要な実践 として 強 調 され 、か つ 、くり返 し称 え られ た こ と

は 霞 を挨ない か 、こ こ で は、以 ヒの 讃偈 に は未 だ 多称 念1ムか 明 瞭に 意識 され定型化 され て い な し＼

後 の 資料に み るよ う に 、
「

百声 f・声 以至万 声 、と い う形 で は表 われ て い な い 点を注意 した い の で ある 。

　第三 に 、そ の 成 虻 と流行 であ る が 、［
ll

くは 曇 鸞 グ）
『讃阿弥陀仏偈」 に認め られ 、善導に よ っ て

「广

往生礼讃』 で 定 型 化 し、史 に 、法邸 など の 活躍に よ っ て盛行す る、その 歴史は 、い わ ゆ る善導流浄

土教 の 直中 を辿 一
． た の で あ り、現れ で も 日本浄 土 教各宗 で は行 わ れ て い る 声 明作法 で ある 。

　 しか L なか ら、こ の ・lj生 礼 讃．，　 cこ 認 め ら れ た 念1婚 撫 よ、未 だ
「諸菩薩黼 吠 髞 」

1
＼ の 念 仏

で あ り、念仏 の 回数 も定ま っ た もの で は な か っ た ．：それ か
1 清浄大海衆 菩薩 、に 変 り、仏 A　pt

−
i干 声

・・…、菩 薩各十 号となるに は、な お長 い 年 月と
一

転機 を必要 と し た
。 それで は 、こ うした善導な ど

の 礼讃法 を継承 し、独 特の 音楽的 く五会念仏 〉 を創作 し弘 布 した 法照 とそ の 時代 の 諸資料 に は 、本

稿 に 係わ る 念仏作法は す で に 存在 して い た で あろうか 、或 い は 潜辛1 的要素か 認 め られ るで あ ろ うか 。

　塚 本善隆 ・佐藤哲英 博 上など に よ っ て詳細 に 考證 され た法照 浄土教 の 主要 な諸点は 、何 と い っ て

も　縄 絵 念仏 冫 で あ り、 所撰 の 諸讃偈 の 研究 、それを通 して知 られ る唐中期か ら唐末五 代 の 浄 土

教 な どであ る 、，そ の 意味 で は 、本稿で 探求す る念仏作法は 法照 浄土教 の 主要 な要素を構成す る もの

で
’
は な い か 、関係事項 と して は 次 の 三 点 が 注 意 され る．

　 そ の 第一・
は 、佐 藤哲 英博士 に よ っ て 三 資料か ら指摘 され た

tt

多称 の 高ア
ト唸 仏 へ と転 化 して ゆ く念

仏大衆化 の 過 卿 層 拮1力呶 ・ あら ti’ i・て い る
〃

点 で あ る1隔 の 過 程 を示 す と・

　　「
土．会法事讃』 広本 ：

1
衆等巳後毎讃竟、即 念仏 三 五 卜

・rl、応知，凵

　　『五 会法 事讃．，略 本 ：
「
須第三 会念阿 弥陀仏、三 百余声。」

　 P．、3L16 ：
・鮪 1「髄 念仏 者 、一 、然 念 Pu∫弥 1・

’
t
’
仏
・
、並 utht　1・Z讃 ・蛉 断絶 ・念御 Li千 ゜ f銘 ・為

一

　 　 　 　 　 　 　 Ls 　　，，，．．．，齟．
　 　 　 　 　 　 　 1 ； u 　　　　　　　　 c

　　 　　 　　 　 〔偈八 句〕

　　　　　　　右で乍梵音 f冂大 衆高声斉 念 阿弥陀仏
一．．
・自 「1巳。・…”

」

で あ る ／t 広 本は 離 後 の 、略 本は 第三 会 の 、剣 林 は削 備 で∫・と醗 の 後 の 念仏で あ ・
・ て ・同

一

1琺 で は な い と眄 黝 、か 細 は た 剣 鉢 の 年代 もZく明 で あ るか ら ・厳密に は 1ユ1本 →田鉢
．
ラ ペ

リ オ 本 と・轍 に 念仏が 多称 化 した と は い え な い に レ 〔もIIIに 讃 糧 捻 仏 の 回数 か 明 記され て い

　る 、す な わ ち 多称念仏 が明確 に 表 わ れ て い る こ と は 重 要 で あ る 。

　 第二 に 瀞 脳 の 多くt・ は h
　 一｛・Jご と に 蹴 の 内容に 応 じ

t
〔 「弥阻 ム 嗣 弸 三仏 ・

「南無 嚇 陀仏 1

・
浄一牒 、

一
、嘲 楽 ． な ど が ネ寂 旅 る 点 で 擢

1
こ の こ とは 、す で に 鱒 『法輜 戸 赱臘 ・
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疑 経 の 讃 渇
一 『

念仏超脱輪廻捷径経」 形成 の 諸 問 題一
21

で も 「願往生」
「無量楽」

「散華楽 」 などと認め られ るか ら卿法照 は それ を踏襲 し た に す ぎな い が 、こ

と 「阿弥陀仏」 の 語 は法照に至 っ て 初め て表 われ る 。 また
『
往生 礼懺 』 で は 、

一
偈 （1

．・八 ・六 句）

ご とに
「

南無至心 帰命礼西 方阿弥 陀 仏 」 と称 えたが 、こ れ を
一・

句 ご とに 適 用 し た こ とは善導の 作法

を更に 発展 させ た こ とで あ り、そ こ に も多称念仏 の傾 向をみ る こ とが で きよ う。

　第三 は 、と くに
「
〔観i’

「
1勢至 〕清浄大海衆 」

へ の 念仏が 認 め られ な い か とい う点 で あ る。しか しな

が ら、こ の 点に 関 しては 今 の と こ ろ殆ん ど関係事例は 見出し難 く、むしろ否定的推定 を余儀 な くさ

せ る 。 法照関係資料の 大部分 は 諸讃偈の 集成で あ っ て 、仏菩薩 へ の 具体的礼拝念仏 を示 す 文は極め

て 少 ない が 、『五会法事讃 』広略二 本 、
「法照 和尚念仏讃」に 限 っ て摘 出す る と、既 出の

「
念阿弥陀仏

観音勢至地蔵菩薩 各三 五十声 」、佐藤 哲英博士 の 指摘個所 、法照 の 創作作法 く五会 創 ∫、〉 の 外に は、
「
五会法事讃』 略本に岬

　
「
讃〔稽〕請文鴎 1瀧」

　　　南無一心奉請本師釈迦 牟尼仏

　　　南無一
心 奉請 十 方三世諸仏

　　　南無一
心 奉請 阿弥陀仏

　　　南無一
心 奉請観世 音菩薩

　　　南無一一
心 奉請大勢至 菩薩

　　　南無
一

心奉請十方諸大菩薩摩訶薩

　　　南無一心奉請十方声聞縁覚
一

切 賢聖 〔衆〕

　
「
散華楽文毓羈 」

散華楽散華楽

ノー ’ノ

奉請弥陀如 来人道場　散華楽

奉請観音勢至 諸大菩薩入道場 　散華楽
』

と僅か に認め られる だ けで ある即　また 、浄土 思想 に 言及す るそ の 他 の 敦娘 文 献 を渉猟 して も、願

文 ・戒牒な どに 阿弥陀仏に つ い て の 礼拝念仏 の 記述 は 認 め られ て も叩「観音勢至 清浄大海 衆菩薩」 と

りわ け
厂

清浄大海衆菩薩」 へ の 礼拝 念仏 の 記述は 、今の と こ ろ 見出 し難 い 野　　更に 、 そ の 原形 と

もい え る
「
諸菩薩清 浄大海衆」 の 詰 も、『往生 礼 讃』敦煌諸写 本で は 出没改変が あ るばか りで な く、

『
五会法事讃』広略 二 本所収 の

「珠法師 浄
．
ヒ礼讃 〔藍朝礼讃〕」

「
西方礼懺文〔日中礼讃〕」 には 消 え て い

る し、そ の 他 の 敦煌文 献に も同様に 認 め 難 い
。 すで に み た ように 、「弥陀三 尊・地 蔵菩薩」 の 念仏作

法は二 、三 認め えたが 、
「
清 浄大 海衆菩薩」は もと より、「諸菩薩清浄大海衆．の 語 も、敦煌 文献 で は

極め て 少 ない の で あ る。

　念仏作法の 事例が 少 な い と は い え、敦煌 文献で の 以上 の 状 況 は 、法照 とそ の 時代 の 念 仏作法 に つ

い て 、わ れ わ れ に 次 の こ と を教え て い る 。 第
一・

は 、多称 念仏 の 傾 向が 明 らか に 認め られ る 点で ある

しか しなか ら、それ は阿 弥陀 仏 に 限 っ て の 礼拝 念仏 で あ っ て 、諸菩薩へ の 礼拝 念仏は極め て 少な 兇

第二 は ・と ぐに
「
清浄大i

：

昧 菩薩 1 に I」i’9
’
る拑 稔 仏は 歹台ん ど見出 し難 い 。こ こ で は善導な ど で 用

い られ た 「
諸 菩薩清 浄大海衆」 の 語 すら も影 を潜 め て お り、「弥陀三 尊 ・清浄大海 衆菩薩 」

へ の 念仏

作法 が 今後新 た に敦煤 文 献 に 見出され た と して も、定型 化する の は 宋代に 入 っ てか らで あ る こ とを

予告 して い る。
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｛1．：：ト 人正 47 ・・UI 弓．T、424 「1i、，た だ し．．こ の 個 所 は 写 本 ・流 イlj
．
本 に よ っ て 異 な る。矢 吹 慶 輝 『鳴 沙 余 韻 解 言1己』 II．pp ．129

．．．−13S一

1：21　　ラ（iE47・438．　E。
〔：3：：1　．．凡1巳47　・・1．40 弓．i、　・142」．

tt
、　1ぐ、　4弓4」．  、　445匚1コ 、　4471z、　「ぐワ　な 才ゴ、　ア耳寄言者経．：卜L・1丑髪儀 」　ソくユ1二47 ・462］ぐ一463 ヒ、　466 　」．／．

以．．ヒ参照、、

　　 上杉文
．
秀 ．．

善紛大自「［1及 往 生 礼讃の 研 究』 、」冢本善隆
7
一
唐
：
中期 の 浄土 教 」 PF）．206 一鰓 6、岩 井 人 慧　聖 武 大 皇．宸 輔オ雑

　渠に 見え た る 陏 大業主 浄」．：詩に つ い て 」、1
広 法事 讃 を通 して 再 ひ

．
聖 武 大 皇 庚翰 汀1土 詩 を論 ず 」 ｛

『 i
．
1支 仏 教 史論

．
惣」）

　広 111斃敏
i
敦

FFil
，出 71：善導 「

イ
．ii生礼讃」 甘ゴ写 本に つ い

．
て」 〔『lll

．
1亅
1
驚善 尋 大自iliの 思想 とそ の 影響 』 ）な ど．

（f”1’　．rJ・9川当毛敏　
「
前掲論文 」　PP 、120− 128じ

〔：6｝ 浄 巨経典 に は ．1
一
諸 〒 薩清 浄 大 i狛云衆 」 に ．．．・

奴 す る語 は 無 い ，『無 單：
．
寿 経 亠 （た と え ば 、〈第 十 四 眷属無 数原lll＞、「

又 声

　聞 筈薩丶其数 弊IE趾不 可 称 説。………，、計 彼初 会声 聞菩 薩、所 知 数者猶如一商 毎U所 不 知 如大海．オく．」、大止 12・270中
．
卜）、

　」無 呈4・r経 面 」 〔
1衆生

．．tU澗 1．II1浄 蝕 如 llll説八 季剃 ！、功 膨 i瞬
i
乏．成 就、四 種 菩薩功 徳）

，

，1；蝦成就」 、
．
〔菩薩〕得 三 腫 随 II［繕 提

　〜丿；1鬮Llil：51i　hL［li’k、　イII∫．、ft”二．，．1．「、　　　．者無録ヒ1卜1∫il了！．，し・・…　一、　二 昔安
．i1？i；1

’
f，L・・…　∵ ，　三 4≦「楽｛／j〜了r・t・・・・・・・…　」、　丿〈⊥L26 ・2324 ，】

．．
ド、）た

　 ど a
．
）ガ鰹．1 を強 く受 け た 曇虻 の 用川f］

．
で
．
詩〕 ろ うか ［t

〔7〕　多称 念 仏 の 尋芋例 と して は 、迫紳 ・：小 1、匪念仏〉、迦 才 ・：七 ［」白
．．
万遍 念f∫、〉、薄導 ぐ

．1齟称称仏冫、懐感・飛錫（高声 念 tt、〉

　法 照 〈
ll．i，．会念1ム〉な ど が 良 く知 られ て レ

．・る、．藤 原凌
『
．！i’［念 仏 思 想 の 研

弓
究 2Pp 、116．．285参 照。

（ト：1 た と えi∫、道 紳 ：
「
．
勧 人 念 弥1花仏を「、或 用 麻丑 等物 、11

’
11
’
為 数 量。

．ll∫ ．
称 名、便 度

一
粒 tコ如 是 率 之 、乃 積数 百 力

．
角
’
」者」

　
’．
辛窕イ1

．
勇
：
ミtVl、　L．i　l111〕で∫、名．　目 以

．．
ヒ
．
ノ丿溢与i；1：走、，　Jl「，

．1「料．il：：’iモ，J，／’方怒U，業，」　（『旭宅rl
；fi　f「lti伝ヒ．11　巻 どo、　）t］：：50　

・59．4−L）、　善」尊　：　
「 日 男II念 f∫、

　一．ノ∫過．」 〔「観 念法 1
．ll1

』 」 大jL4ア・：3ri．「、　2，1．匸｝1 ）、　〔｛・；tlT〕衙 ： 1
．一・

日
一．

で蔓、礼
．
「
．
拝、念仏 七

．
ノf遍。」、懐一Li．：

．．
誦 5有1陀 観 経 三

　．
」
．．
〃遍、日課 仏 名五 ド1万 LJ

。 −1、雄 俊 ：
「
念仏、不知其数。一、尼悟 性 ： 1

．
念 仏

．
万遍 。」、元

一．
∫
・1i ｛

：
．．
念 阿 S‘fJ；陀仏

．．．．
力
．
遍，、．1、

　隋 朝恒州 人 無 姓 ．名 ：
1
．．
念 1∫、以 小 亠力為．数 、満三 十 六 石。」、裴氏 ：

「
．
念 仏 用 小 豆 為数 、念 満 〔十 〕「 石 LI ：以一L 『

往生 西方

　 1
：1
．
r．L1：llli応 1吐1亅伝 』 、大丘 51 ・IU51 ・

．− lt．｝6
．
1c、1071i：、1U81』、｝ な ど 、そ の 事 例 は 頻 出 する。・亅・笠原∠1：秀

『
中国1すd ．．教 家の

　 研 究 」．PI⊥ 143− 144、　 i亘端1良 t”
pJ 　

f唐 t’辷仏 教 史の 研 究．］ PP・卜〕2− lt伽4。

1：ly〕 佐藤 哲 英 「孜蔦
「bi．II土 法 照 和 11！・〕念 仏 讃 1

『
西域 文 化石11：究」第 六 、　 pp、200

− 201 、就中、　 P．32［6 につ い て は金 岡照 光 編

『
敦煌出土 文献 分報1目録 附 解 説」P、69．参照 。

〔1［】：1　「il
’
．・会泓 ．拝1

．
賛．〕 広1略二二本 の 選」童．1．代 は ，広

．
本 「ノ」銃

．
ノ［、．年 1：：774年 ：1−1 前後、…咯本

．
大暦 九4完．．1 以 後 と さ れ る Il‡豕本善

隆 「唐 ll1期 の 浄
．
二i．二教 E　 PP ．155 、171、178、　 IS8：：、，

〔11一 五 会法 繍 ⊥ 広 本 （大 止 8回 244中一1蹴 Ll255
．
ドーIL・57」．

一
．）．略 本 （大 1］−147・　 ・・4S2 ．ト 4S8 ．1，：L

〔］9）　 r法一｝P讃』
1：大 」1・．a7 ・4Z5」一．E・t．1、41，7」沖 、437．．L −

．
卜
．
）、『膨 ll・讃 ．1：：大止 47 ・44畊 似 臨

〔131i　『まL 会注こ整言黄』　田各｝トC．プてTi・．47 ・475
一
ト
．
』　476．．L，：：

1。

〔Ul なお 、『五 会法事・讃，j 広 本 lr大正 85 ・1247上 ）に ．

　　　　
：無 量寿 fム讃 」

　　FF・一一　．一　・一　・一一　…　　、　　、．1自止［二a．t−1．　ら｛亡tt　l！lj　と念観担　tt
．
1／、　菩隣：　

一
　　　 
一．1　
．
｝
rri史　，／1自一　　〒愛観　ド｝

：
睾多首ミ　F．罍t

　　　　
厂
観世音讃」

　　・・・・・・・・・・・・…　、　、il｝〕廿ピL賛
一
ゴ　　Ml亅念 大 考气寺Σ．一．．：　1

．
厂1．「貝［II・1臼

　　　　
「．

：．k勢 肯黙
．
：瞳 負」

　と 誰｝る が ．こ れ は 讃 鞨に ふ さ わ L．い 両 菩轍
』
を称 え る の で あ っ て 、そ の 他 の 讃 偶 で も称 え ら れ．た と 1よ思 わ れ な い か ら

　 こ こ で
．
は
．
対 象 と し な い ，，

’ii） 撫 ｛
1 瓣 ・ll文 献 瞬 廿 思 想 に

’
：・い て 1 〔『川 珊 ・第26巻 第 端

齟
惨 照・

〔16〕　こ の こ とは 、1｛
．
｝

1
重浄大 海

．
衆菩薩」に 限・．．・て 見 出 し難 い と い う：L、味

．
であ 一

っ て 、
“
弥 陀 呪 尊

tt
に 限’

ン て は 既 出資 料．の よ

　　
．
）に 全 くな い と い

．
）の で

．
は な い tt
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疑経 と讃偈
一『

念仏 超 脱 輪 廻捷 径 」形 成の 諸 問 題
一

23

　 2 ．宋代浄土教で の 状 況

　それ で は 、眷属無数 の 諸菩薩 と清 浄 な大海 の数 の 如 き聖衆 を意味 した
』
諸菩薩清 浄大海衆．1 と い

う用語が 、何時頃に何 ゆ えに
「
清浄大海衆 （とい う名の 〕菩薩」 へ と変 っ た の で あろ うか

。 また 、

そこ に 多称を強 調す る
「
百 声千声以至 万声」 が加 え られた の は 何時で あろ うか 。

　そ の 事例 を検索す る と、資料的に そ う多くは な い が
、

い すれ も宋代か ら の 典籍 に 認め られ る 。

　まず最初に 表 われ るの は慈雲 遵 式 （964− 1032年）
c1，i

の 著 述 と思 われる 。「往生浄土決 疑行願門』の

「
止 修行願 門 」 は 四 科 に 分 け られ る が 、「第一礼懺門」 の 礼拝作法に 響

一．・心 頂礼西方安楽 十 阿弥陀如来十方化往身遍 法界諸仏
一

心 頂礼西 方安楽
一L 観 1凵：音菩薩 万億紫金身遍法界菩薩摩訶薩

一
心 頂礼西方安 楽土 大勢至菩薩無辺光 智身遍法 界菩薩摩訶薩

一
心頂 礼西方安 楽⊥ 清浄大 海衆満分二 蝦身遍法 界聖 衆

至 心懺悔 ・………・

　
”【’’”・・・・・・・・…　 次しヒ碗 法或 ヨ 1ゆ k ヒ［山．乃至 多［11，，凵 称 J．、

　南無阿弥 陀仏　南無観世 音菩薩　南無大勢至 菩薩　南無清 浄人 海衆菩薩摩訶薩鑰鞴1繰溜鸞
乱

　次 到 ム 1に ：隅 1、鳴 、〔以 「、三 帰依 文〕

とあ り、『往生浄土懺願 儀』 の 十科 に分 け た
「

第五 礼請 法 」 に 1，，
・i／

　上所奉請弥陀世 尊 、観世 音菩薩、大勢至 菩薩、清浄海衆一
切 賢聖 。

「第九旋遶誦 経法」 に
llU

南鰡 ム 南無法 南無僧 離 釈迦 牟尼イム 南無世 在王仏 南無 ll・1∫弥IS’e仏 南轍 世 鰭 薩

南鰍 勢至菩薩 献 文殊帥 利菩薩 献 韻 離 南難 浄大鱇 菩薩摩訶薩猟 鐵，瀦 脚
fi1亅蹴

．．＿．〔以下 、三 帰依文 〕

と認既 れ る ・われ われ は ・こ の 記述に よ ・ て 、蘇 は
tt

諸菩薩〔と）瀞 柵 （の 如 き聖 蹤 を意1
味 して い た 「諸講 清 献 髞 ・ の 用語が 、

「
清獣 髞 〔と い う名の ）菩薩、へ 移彳． した磯 と、

仏 〔と くに 観音勢至 清浄大 海衆菩薩）の 多称化〔回数 〕を或 る程度知 る こ と が で きる。

　ま た 、阿弥陀仏に 限 っ た 念仏 として は 、彼 の 「念仏方法」 に 151
… ’・故今普示称仏之 法・・一 ・喚阿 弥 陀仏・…・

若 百軒 声粫 声、若一 HZ 二 目若七 畔 ．

念

の 記述が あ る。こ の こ とは阿弥陀仏 の 多称念仏が 明 瞭に 意識 され強調 され た こ とを示すだ けで なく、
後に

「
酢 千声以動 声・ 旋 型化す る の は 獻 の 時代か らの 継承 で あ る こ とを：tt。 て い る．

　
遵 式 の 著 述に 認 め られ る本稿に関係す る事項 は 以 トで あ る か 、 こ れ ら の 記述は ま たわれ わ れ に次

の こ とを注意 させ る ・ 第一
に ・阿弥陀仏 へ の 劉 ・念仏 の 傾 1臆 益 雌 み 、・齢 幵浄蚊 、 な ど で

＿般化

した 「ET　」1 ’千声 以葡 声 ・ の 作法がす（
・c・行 htL て い た

． そ し て こ の 傾 rf・jは唐 暢 の 浄 土教曜 長

紕 に あ ・ て ・そ縫 糧 し発展 させ 咼 の で ある。 しか しな が ら 、遵 。い 念仏作法 とし て は 撮 朝
f念法ゴ

6：

が よ く　
一
・tlられ て A’＋丿・こ こ で の 多称 念仏 旋 型化 す ・ … なお ・H・“，c． 要 し。 涕 二 。 、

「購 勢至瀞 緬 鰭 薩 ・ の kLtT一念仏が 初め て 表 繍 た
、 しか しな 力倣 こ こ で は未だ 連声 の 回

数 も
「

或三 或一
臓 多」

「
三 枷 とあ る よ うc・．状況 に 応 じて 定 ま ・ て い な 力励 し 〔

・
隨意所欲 不拘

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty ＆ Junlor 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otanl 　 Unlverslty

2 翌
9t、　 出 泰

逓数 」〕、また 「各十 尸 百声」 に も至 っ て い ない 1州 清浄大海衆菩薩」 の 用 晶 も、
「1棚 罫吠 海 衆〔す な

わ t 聖衆  
．消浄栂 衆．

切 賢生 」 と
一定 して い な く、従 っ て 内容的に は 善導な ど の

一
諸菩

．
Si，｛ca　t争大

海衆」　と同 じ意味 で 用 い て い た と思 われ る
．：

　とこ ろで 、遵 式の こ の 二 つ の 特徴 は 、更に わ れわ れ に 二 、．三 の 課 題 とそ の 解 明 を要 求する 。

一つ

は x それ で は何ゆ えに 遵式が
「消 浄大海衆菩薩 」 とい う用晶 を用 い たか と い う点 で あ り、一二つ に は

遵式 と
「竜舒浄 L文 』 とに は影響関係か 誌め られ るか と い う点 である。そ して こ こ で は 依然 と して

阿弥陀仏へ の 多称 念仏 と弥陀三尊 ・清浄大海衆君薩へ の 十声作法か 未た 結合 して い ない か ら、遵 式

以 降 の 変遷 は 夫 々 の 過程 を追求 しなけ れば な らな い とい う点で ある。

　遵 式か 何ゆ えに
「
｛目 （re大 海衆毛 謄」 の 用 語 を用 い た か 。残念な が ら彼 自身の 藷述 に は それ を説明

す る佃 所 は ない 。従 一て 、 こ こ で は 責料的 根拠 な しの 考察 を余儀 な くさせ るが 、次 の ように推 察で

きな い て あ ろ うか ．， 善専 な どの 用法では 、弥陀三 尊と眷属 の 諸菩薩 ・樹 尹大‘毎衆
．
で あ り、それ は 、

　伊 土 経典〉 て 説か れ る内谷 と相応す る もの で あ っ た 。遵 式に お い て も、内答的に は そ れ と同 し意

味 で あ ・
っ たか 、形式的 ・表現的に は 〔観 音〕君 薩 ・

〔勢十〕茗隣 と続け て 称 える場合に は 、〔1冂 承大

海衆〕説随 と した 万か語 調 が よ い
。

「往生 礼 賛∫など の ように 、そ の 間に讃掲が 誦 され た 後で の 念仏

であれは 顰不」 の げ調 も感 じな い か 、そ れ か 連続 して 称え ら れ る ときに は
「
　　菩薩 1 で止め るゐが

は るか に 称 え 易い 　と こ ろが 、ひ とた ひ

齟
1目 ゴ弓｝人轟 衆菩 匡蹟 の 用詒か 用 られ る と、最 早そ の 内容 の

如何 とは関係 な く、，，i，”Giが よく称え 易い こ の 用語 か
一般 化 して い っ た 。以土 はあ くま で も想像 の 域

を出な い もの で あ るが 、歴史の 碗 れ の 中で は 内谷そ の もの よ りも、実は 1｝式的な単純な理 由 が
一・

つ

の 用 。古を広め て い くと 右 い た い の で ある。Xi
二

し、こ の 想像 が容認 され るな ら、こ こ で もまた 、
．．’
．つ

の こ と を注意 しなけ れ は ならな い 。その
・
つ は 、こ れ まで不用意に 使 ・

っ て い た
“
i肯津 大海 衆 とい う

名の 副 パ 　とい う告き方に は 、多少 の 注1 乞要す る点 で あ る。よず く浄土 経典 （と くに 「無 量 寿経

経 』1＞ の 眷属無数 を正 確 に 表 わ す 用詰 は
1

諸 菩薩清浄大海衆一で 菱） り、それ を転倒 し た 1清浄 大海

衆口1鋳　も同 じ意味に 理 解 しな けれ ば な ら な い 。従 っ て 賄 浄大海衆 とい う名の 菩薩
”

とい う表現

は 内容 的に は 誤 り　 d ） る か 、それ が
一

般 化 し疑経 に 取入 れ ら れ た 段 階で は 、こ うした 内容 とは係わ

りな く、お そ t〕っ く庶 民 の 問 では 凹有 名詞 と して
“
楠 d氏 海衆 と い う名 の 軒

1
薩

〃

と7’え られ称 えられ

た と い う点 である。第二 に 、遵 式 の 用 品 の 背景 に 『往生 礼讃 』 の 短 製が あ っ た か ど うか と い う点で

ある D 遵 式 の

．
彳ゴ

ー
生西

．
力
’
田各f2

‘
1テ

：一亅 に は 、

　善 毎和尚、i ．llil 教勧人 fイム、　 jLi　eE経疏一巻、二
．1一四 賛、六 時札文各

一
巻

と あ り、ゴ溢 教 L法 照〕、少 康 〔二 1一四讃 〕との 混 同か ら 、遵 式 の 、ひ い て は 宋 代 に お け る善 ．．T の 影

lllの 徴弱 さか 知 」， れ て い る か il　i
．

当時　彳ヨ生礼 賛』 は イ∫聴 して い た か ら 、
「
諸 言嚇．｛肖瀞 大海衆 」 の 用

語 か ら
一
認 吠 1繊 、 、史に は li，

・
，rlの uat系か ら

「
講 大 海組 と諸〕舗 ・の 用言吾が 作 ら れ た と思わ れ

る 。 叡 に 知 沈 よ う に 法 ；購 ど割 1贈 d 教 の 9Afb・に こ 酬 儲 加 齢 莫楓 か つ
lt
彳哲 礼讃・

は呑 イ1 し て い た か ら、そ の
ヒ
芦型 か あ っ た と 考え て よ い の L は なか ろ うか 。

　 次 C， ．遵 式 と
・

。舘 靴 又 、 と・プ 翻 係で ある が 、ン ）点 て は極め て 確 か な景 響隊1係 Dh．SM）ら

れ る tt は ［ め に 載せ た
「
讃 簡 ｝月 の 細 1二に 認 め られ る よう に 、 当該個 所に は

「
測 ム偈 く阿弥 死 μ、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11 　

rl．金色仆丿 ．1 の 外 に 二 h の 回 向発願文か あ るか 、そ の
一．

つ は遵 式 「念仏 1ヨ或晦発 恥 文 」　で あ り、また

当謝 断 の 齟 の 記i⊥Lよ
・
急 工 1虹 嬋 1＋ 念法、 で あ る． こ の こ とは 、当該イ噺 の 念 仏作灘 具 体

的 に 仏 論 を記さ な くて も證 式 蝋 ・法その もの 洞 木承 し元耽 した もの で あ る こ と を 日肪 か に 示

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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疑 経 と讃 偈
一『念 仏超 脱輪廻 捷径 」形 成の 諸問 題

一
25

　して い る 。

　 遵 式 の 関係事項 とそ の 内容 、並 び に それに 係わ る二 、三 の 問題 は以 Eの とお りであ る。

　 続 い て 、遵式か ら
『竜舒 浄土 文 』 に 至 る まで の 時代か ら、阿弥陀仏 の 多称 念仏 と弥陀三 尊 ・清浄

大海衆 の 念仏作法 に係わ る記述 を探索 しよ う。

　　まず阿弥陀仏 の 多称 念仏の 事例 と して は 、長蘆宗瞶 （
一一1089 年結蓮華浄土 念仏社

一
）の 著述 と彼

　の 伝記に 響

　 念〔阿 〕弥陀仏、或百 声 千声乃至 万声 。

の 記述 が 度 々 現 われ る。こ の こ とは 、宗蹟が 多称 念仏 を主張 し実践 した こ と を示す だ け でな く、遵

式 と
LT竜舒 浄 土文 』 の 中間 の 年代に あ っ て 、

「
百 声千 声乃至 万 声」の 念仏が 徐 々 に定着 し盛行 して い

　く過程．を教 えて い る。

　 十
一

世紀勣半 の 天 台宗遵 式か ら、後半 の禅宗宗願 の 活躍 と教化 は 、融 合的 な宋代浄上教 の 中で も

特筆 され る もの で あ り、彼 ら に よ っ て 実践 され弘布 され た 多称 念仏は 、両 人 の 影響 力か ら考 えて も

やが て 当時の 浄土 教徒 の 中で 代表的な念仏作法 と して の 地位 を 占め た の で あろ う v

　他方、弥陀三 尊 ・清浄 大海 衆菩薩の 念仏作法 は どうであ ろ うか 。遵 式か らの 明 ら か な継 承、展開

を示す資料は見 当らな い よ うで あるが 、ただ次 の 記述が
一

点 注意 を惹 く。『浄⊥ 往生 伝』巻中　戒珠
撰（1064年 ）の 「灌頂伝 」 に 13：1

　〔灌頂 〕十称阿 弥陀 仏、三 称観音勢至 二 菩薩及 清浄 海衆諸菩薩。

とある の が そ うで ある 。 と こ ろか他の く往生伝〉 な ど で は 、同 じ個 所が vq，i

　 発口 三 称 阿弥陀仏 〔
『
続高僧伝』巻十 九）

　称浄土 仏菩薩名 （
『
仏祖統紀』巻七 ）

　称 阿 弥陀仏二 大士 名 （『仏祖統 紀』巻二 七 、『往生 集」巻
一

）

　 三称 阿弥陀 仏 （『浄土聖 賢録 』巻二 ）

とあるか ら・『浄土 彳姓 伝 ・の 融 よ撰集者麟 鴫 鞍 あ ろ う。そ し て こ OP・ とは 、また 次 の こ と

を跿 させ る・一一
つ に は ・始 匹湘 章安灘 の 生涯 頒 擬 の も の で な く、戒1朱の 時代に

・

阿弥陀
仏＋称 潮 講 鯖 浄 鹸 諸菩薩三 称

tt
の 念仏徽 が 実際に 行わ 才・て bl ： と い う背景 を予想 させ

る もの で あ り・二 つ に は
「
酵 敏 瀦 薩 ・ とある ・ とは 、まさ し く 聯 土 齷 の ）離 謙 と諸

菩 薩
”

と い う鮴 を含ん だ 驃 を用 い … る点 であ る誠 珠 （98・
− 1・77年）飃 式 よりニ

ー
瞰 年の

羅 であ ・ て 遵 式 の 影 鞭 受 け た カi
　t
”
　
一
）か は不明 で あ る   ｝まぼ ＋一

世 紀噸 、 は 脚 占三 ep．．
清 献 髞 無 曜 の i蜻 念仏が 彳tわ れ て い た ・ とは 確か で あ ろ う。

宋代 に 入 ・ て ・隙 齢 の 多鯰 仏化は 、当時の 社会に 多大な教化 を及ぼ した 遵式淙 購 ど の

活歇 よ・ て溢 々 断 し鰭 して ・励 ・他方、號 三軌 静 大髞 羅 の 跡 念俔 、未だ
定型 化 し て は い な か ・ た が 論 兄・ よ・ て三声 、七 声……と ・ う形 で 行 われ て ・ 。 ． 。 の 両 念仏作
法 を結合 させ た の が ・『竜舒 肚 文 ・ 巻＋二 の 記述 で あ ・。念僻 法 の 成立 と麩 を彳i脚 し。 。れ 2．
れ は 譏 つ か 躙 榊 艦 糠 し糸ヲ紬 折 をしな が ら、 こ こ で よ うや く ）亡の 酬 。回 帰 し。

。

　
そ こ で、今

一
度 『

竜舒 浄土 文 』 巻十 二 の 当該記述 を確認 す る と、

　　讃仏f曜 驟 丶齢購 詈脇。

　 〈阿 弥陀仏真金色 偈〉

於是念仏 （阿 弥陀仏 ）或百声 T一声。以至 万 声。

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Sapporo Otani University & Junior College of Sapporo Otani University

NII-Electronic Library Service

SapPoro 　 Otani 　 University ＆ Junior 　 College 　 of 　 SapPoro 　 Otani 　 University

26 柴・ 田

　菩薩
．
弓
・
各 卜声或警｛声畢，t／

　　回」司発原頁云

　　我今称念阿弥陀　真実功徳仏名写

　　　 ………・…
〔遵式 「念仏孅 悔発願文 ⊃

で あ る。当時、社会 に 広 く知 られ信奉 され た択瑛
「
阿 弥陀仏 真金色イ翫 とi藍式 「念仏懺悔発願文．上

な ど 四篇の 誦 讃後に 念仏す る作法は盛ん に行 わ れて い た
。 そ の 際の 念仏は ．．二つ の 作法 を継承 し結合

した もの で あ っ た th そ の
一一．一

つ は遵式 ・宗隙な ど に よ っ て説か れ た ll弼尓陀仏の 多称念仏 で あ り、他 の

一
つ は同 じ遵 式に よ っ て 説か れ た 弥陀三 尊 ・清浄大海衆菩薩 の 連声 念仏 で あ っ た こ とは、す で に 辿

っ た とお りで ある。しか しま た 、
『竜舒浄 土 文 』に 至 っ て 新 た に 変化 した 点 もあ っ た。すな わ ち 、こ

こ で
’
は菩薩連 声 の 圖数が 初め て

「
十声或 白

’
声 」 と な っ た 点 で ある。すで に 取 Lけ

’
た 資料 を辿 る限 り

諸菩薩連声の 岡数に 関 しては
7往生礼讃』 後文 の レ称、

「
五

．
会法事讃 』略本 の 三 、

．
症、十声 、遵式著

述の 三 、七 、多声、匠
．
浄土 往生伝 』

「
濯．頂 ｛云」 の 無 称 と法会 の 状 況 に 応 じて 回数 は 不定で あ り、全体

として は 三 称す る こ とが 多い よ うで あ る が 、こ こ で初 め て
「
十 声或百声 1 とな っ た

。
こ の こ とは 阿

弥 陀仏 の 多称 念仏化の 影響が 諸菩薩 の 多称化に も及ん だ と考え られ る が 、こ の 当時 の 菩薩連声 は 1．

声 が ほ ば 定着 しつ つ あ．・
っ た こ と をも 1； 想 させ る。

　そ こ で 、諸菩薩十
’
声 の 事例 を「tijじ 『竜舒浄土 文」 収録 の 作法か ら摘 出 しよう。同書巻四 は

「修持

法門 i．．丘篇 1 を収 め 、そ こ で
’
は 念仏礼拝 な ど 二 十 四ほ ど の 行業 を勧め るが こ　その 中に く ［

一
声 〉 に関

して 二 つ の 作法か 認め られ る。その
．

つ は 、

　南謨 阿弥陀 1∫、、南誤観世音昔薩、南謨 大勢至菩薩 、南謨
一

切 菩 薩声 聞諸上善人 、各十 声。

であ り、他 の
一

つ は 、

　敬 礼酉方聖果 、十称念四聖 号
．
、
………、乃念 四聖号 各十 ア1 

で
噛
ある〔1

　こ の 中、前 首の
．
十声は

「
念仏 超脱輪廻捷径経 丿1 に 継承 さ れ た 〈回向 発願掲 〉 の 前に 唱 える作法で

あるか ら 後に述 べ る と して 、 後者の 　「
四聖

．1
弓
．
、

に つ い て 少 し く：考
．
証 し て お こ う：

・
四聖号〔四聖者

の 名号
’
〕．」 とは 、

一．一
般に 禅林で 、

　南無 阿弥 陀 丁∠、・南無観 ill：畠
・

菩 薩 ・南無大勢至 菩薩、南無大淘・衆菩薩

と 唱 之 る作法で あ り、そ の 典拠は 「勅修百 丈 清視．1 巻三 、
「
遷 化 起

．
舘」 （至 元四 年 、ユ338．年撰〉 と さ

れ て い るIF　しか L なが ら、すで に
「竜舒浄十 文 』 に 認 め ら れ る こ とは 、こ の 由 来を宋代 まで遡及

する こ と が で き よ う。そ し て こ の 記述 は 、当時諸菩 薩十 声 の 作法 が 定 着 L つ つ あ っ た こ とを示 すだ

け で な く請 d 、教で傭 1ム竹・；」：が 後に広 く禅林 を含 め 糾 国社 会 全体 に 広 對 ・ た こ とを示 す点で も

騰 、す べ き で あ る 一 こ て
・
の 四琶賜 の 最後の 鞴 名か ril瀞 大海 鰭 薩 で あ ・ た か ・禅林で の

「
大

海紺 薩 」 で あ っ た か ど うか 闘 朔 であ る が 、い
一S
’
iしに せ よ酬 で の

「畑 疎 瀚 1・ が 天 樋 式 か

用 い た 哺 耐 藩 畏菩薩 口 矧 糸が あ る こ 呂 よ確 か で
．
あ ろ 襟

　 こ うレ （、料 騨 ．暾 で は 口寺に 応 鵬 臆 に 服 ド， 才・た
「讃仏掲 く阿弥［；

「
己仏

．
真金色竭〉・ ・惘 ll挽 願

偈、 四 靴 念 1ム連卿 ・1轍 は 、史に そ の 後 の ・己峨 朔 油 鮭 を経 て ・や が て そ の 幅 ）
「讃齢 1．1

と 念仏 作 法は疑経 『念 仏超 脱輪廻捷働 辷霊」
の 前半部 分 を構 成 L 、今 日に まで

．
伝え られ た の で あ る 。

／11、 遵 式 痴 1．L思 想 1… つ い ・ は 、高 雄．義・
・釧 椰 ・教 蠕 ・．・… 1・胴 73 ・巨ll．1光円 級 荊 1．暾 史 11
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　 な ど 参 照。

12｝ 大 正 47 ・146下 、147 上。

〔3；1 大 正47 ・492中。

〔4｝ 大 正 47 ・494 ヒ中、，

耐 　「念仏 方 法 」 （
「
楽邦文 類 』巻四 、大 正 47 ・210下 ）。

｛6） 「員朝 f念法一（『往 生 浄二t’決 疑 行 願 門』、大正 47 ・147 ト．『楽 邦 文類 』 巻 四 、大t ：47 ・210中、
』
『
竜舒 浄 土 文 」 巻 十

　
．Jt

、大 正 47 ・287下 、「蓮 宗宝 鑑 』巻二 、大正 47 ・313上 、な ど 〕、，以 っ て 当作 法 が 如 何に 流 布 して い た か が 知 ら れ る よ

　 つ コ

  　遵 式に は 　睡時 ト
．
念」 が 現 行 して お リ、そ こ に は 、

　　南無 阿 弥 陀 仏　南 無 観 世 音 菩 薩　南 無 大勢至 菩薩　南無清浄大海衆　各十声

　 と紹 介 さ れ る 1米 見、山 i」 光 円
广
前 掲 書．］ p．177）、，若 し、遵 式の もの で あ る な ら、「菁 薩 各十 声．の 典拠 と し て

『
念 ・

　仏超脱輪廻捷径経⊥ 念仏 作法の 嚆 天 で あ り、極 め て 貴重 な 資料 で あ る。

〔81 こ の こ と は 、既 出個 所 の 外に 、『
往生 浄土．

」鐵願儀』
の 「

第五礼 請法」
「第 七礼 仏 法 」 （大正 47 ・492上．493中 1 の 諂

　仏菖
：

薩坐 衆の 次 第内谷 を読 め ば よ リ納得 され よう、

卿 　 往生西 方略 伝序 、（「楽 邦 文類』 巻 二 、大 τE47 ・168中 ），

（101） 高雄 義堅 哨i∫掲 書』 pp、162− 163。

田 ト
1念 仏懺 悔 発恥 文」 〔

「
楽邦文類 i 巻二 、大正 47 ・178下 ：1。

C12〕 「
蓮華 勝会 録 文 　

「
念仏防退 方便 文 」

「蓮 社 継 卞11圭 大 法 1巾伝」 （楽邦文 類』 巻 二 、三 、大 丁E47 ・178上、中、193下 ）、
「則 1悵 轍 湘 II勧参襯 ・兼f騨 ．i ・ （

「
竜舒 ｝争 1．文・ 巻＋

一、畑
・47 ・2841・

）、
一
雌 慈覚黼 」．〔・蓮宗 」｛彭鴨1、 巻四 、

大止 47 ・324下 ）な ど・なお 濁 ξ蹴 に つ い て は 、高鯲 堅
「

前イ局書 、 P，188、近 藤 良
一・「

長 藍宗臨 こつ い て 、（FF 亅」仏

　酬 」 第 14巻第 2号 〕参 照。

〔lil） 大止 5⊥’ll8q1・な 才」 「浄 」．往生 伝・ に つ い て 1よ、・j・笠 1脳 ：秀
一
中国浄 1 教家 の 慨 、

　PP．110− 112参 照 。
（14） 「

続高僧伝 』 巻 1九 （人正 5e ・58510 、『
仏相 統 紀 」 巻 七、

一
：七〔人正 49 ・167 ヒ、274上 ）、『

往生集』 巻
一

〔大正 51

　
・129 卜：】、『浄 土 聖 賢 録』 〔

1 浄 土 宗全書」 巻 十 八 、p631 ：1。

〔15〕　ノ」・笠 原1i：秀　「所∫才高謹卜』　P．1　L“）c

Cl6：ト 大止 47 ・261
．
1・ 265［li．その 他の 念仏 に 関 す る行 業 と して は 、

tt

敬 礼 ・
切 諸 仏 菩 薩 縁 覚 戸r聞 大 神

”
「
毎目持 ，、融 ll来 菩

　薩 聖号 各
一・

百 八 遍 」
「念 南謨 釈 迦 守尼 fノ、一百 八遍 」

「
念南謨 阿 弥 陀 仏 壬1へ 過 」

「

念。1楠 謨 酉 方極楽世 界
．
こ十 六 億一

一
卜 万 ）L−「」・帥 蜘 ・陽 「脳 帽 ム七 樋 1

「
念・1備 緬 肪 髞 世 界三 一

け ，億…・・弼 尓［蟹 、甥 誚 二 ＋ 勘 な ど で あ

　 る

〔17：・大1ヒ・4S ・11281 ＼ な お
「
諸橋 丿く漢 和 辞 典⊥ 巻三 、　p．27、「1：Jl仏教辞典』 p、・111、参照。

CIS） 締 ］て
1
は ・1圏 ・廿 教 1課 読 聞 繍 鞭 耳丈扱 ・ て い るか 、・ t・・こ とは

・1匹1野 1 に 限 らず H　tx・，1．1・1の 念岬 ，法 に

　
つ い て も、天 台 ・

華厳 ・禅，llな ど の 諸資料 で は ま た 全 く異 な っ た 変 遷 か 境 わ れ うる 叮能 性 をホ 唆して い る t／た とえ
ば FII：の 1 勅 ｛1観 1丈 lll規 」 券 i

’
、、「ilr｝贈 念 」1，lll− （人 」1演 ・1147中 〕｝こは 〈1；，・1弥 陀 仏真金色イ曷〉 嚇 1沱 噂 ・1占浄大 1鰥

　菩 薩〉か 認 め ら れ る、後の 課 題 と した い ．

七 ．〈回 向発願偈〉につ い て

目噸 ま で に 唸 仏超 脱輪 蠍 世径経 ・ の 耐 部分 ：
「aSIム偈 婀 弥陀仏真 金 色偈 〉、 と念仏 作法 に 関

e’　6 諸問題 に つ い て 論及 した か 、そ れ では 当疑経 の 後半部 分 に 係才， る
・
竜舒浄土 文 、収 録 の 〈超 脱輸

廻捷 径〉 に 認め ら れ た 晨 朝作法 〔念仏 と回 向発願偈〕　　そ の 中の 念仏 は後 の 疑経で は 消 え て い き

発願偈は 継承 され た が
一一一

の 成 立 と変遷 は ど う で あ ろ うか 、
こ の 晨朝作法は ・初 め に も述 べ た よう｝こ

『
竜舒 浄土 文、 巻 四 に も同文が 詫忍め ら れ る の で あ り汁

二 世紀以 降、毎朝 の 日課 と して 唱 え られ て い た わ け だ が 、それ に 先行 する資料は 今 の と こ ろ 見出 し

て い な い 。 また 、ほ ぽ 同 じ時代 の
『
楽 邦文類』 な どに も見当 らな い よ うで ある。

N 工工
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28 柴 　 田 泰

　た だ 類似 の 記述 は同 じ
『
竜舒浄土 文 』 の 他の 個所に 二 、三 認め られ る 。 た とえば 、念仏に つ い て

は 1且：

　敬礼西 方極楽世 界観世 音菩薩大勢至 菩薩一切菩薩声聞諸上善人

と回向発願偈 とは別個 にあ るか ら 、念仏だけ 独立 した成立 を予想 させ る 。

　また、回向発 願偈に 類 似の 偈句に つ い て は凹

　毎 日早農合掌向西 、頂礼 念南無 阿弥陀十 声、復頂 礼念大慈菩薩 、発願偈
一

遍云 、，

　　願同 念仏 人　共 生極楽国　見イム j
’
生死 　如 仏度一一

切

　復頂礼而 退 、至 誠如此 、無不往生 、但 恐九 品中不高耳。如不識字 人教念比偈 、得大福報 、

とある 。
こ の 説明に よる と、阿弥陀十 声 ・

四句偈 の 作法は
“
九品往生 の 中で も高 くな い もの で ある

が 、文 字を識 らな い 人 に 教 えて念 じさせ れば 、大福報が 得られ る
”

もの で あ る。 こ れ に 対 して 、前

の 〈弥陀、 噂 e 一切 替薩声聞諸 L善 入各十声、回向発願偈〉 は
“

必ず中品に往生す る
”
もの で ある

〔1〕

従 っ て 、同 じ偈句で あ りなが ら、簡単 な 念仏 と 四句偈 の 作法は 文 盲 の 人 々 が 称 え る こ と に よ っ て 、

低 い 階位 〔下 品生か ？ 〕に 往生 し、多少 1
齟
寧な念仏 と回向発願偈 の 作法 を行 う八 々 は 中晶生か 適 う

と考 え られ て い たわ け で あ る。宋代浄土 教 で の 極め て ユ ニ
ー

クな る例で あ るが 、それ で は四 句偈 と

回向発願偶の 関係が ど うで あ り、その 撰者は ？ となる と明 らか で な い 。

　い ずれ にせ よ 、「竜舒浄土 文 」 に収録 され て い る こ とは 、〈超脱輪廻捷 径〉 と題す る こ の 念仏 と同 向

発願偈の 成 立 か 、先の 讃仏偈 と念仏作法に較 べ て 、明 らか に新 し く、 1一二 ［旦コ紀 と考 える の が 無難で

あ ろ う。そ の 後 の 変遷 に つ い て も未だ 辿 っ て い な い が 、「念仏超脱輪廻捷径経』の 題名が 示す ように

こ こ で の 名称 をそ っ くり依用 して い る の で あ リ、従 っ て、こ の 農朝作法 も長 く多くの 人 々 に 用 い ら

れ た こ とは確か で あろ う tt

田 　大 止 47 配 63．ヒロなお 、「浄 1．型 賛録 』 巻 八 ［．　L 浄土 宗全 書．上 巻 レ八 、p．763〕 で は 、こ の 個 所 を と くに ⊥．日休 の 行

　業 と して 敏せ て い る，
．
1．日休 の 伝 記 に つ い て 、彼の 粥 llに 近 い

一
装 郡文 奘亘』 巻

一
こ、「

仏祖 統紀 」巻
一
二八に は こ の 指摘

　は な い か ら、後代 に な・って く弥 陀 二 尊
・諸 ヒ善 人 〉 の 念 fムカ

．、LE｛体 の lj：旺《 と考 え ら れ た よ
’
）で あ る，望 月信

．1
冫

「
中

　国浄 二1教理 史⊥ P406 参照，

il！：：1　／JLi47　・26E　卜
．
、　2呂8 卜：

（3） 大 」：47　 ・262上、289中、本 稿（P．5 惨 照 tt

結 論

以上 凝 経
・
念 仏超脱輪廻揖 稗 嚢、 の 構成要素 ：婀 弥阻 ・真金色 k］

，〉 〈念仏 作法 〉 〈回 i・亅発原鱒 〉

の 形成 と先行 資料 の 諸問題 に つ い て考察 した 。そ の 結果、次 の よ うに 要 結す る こ と が で きる で あ ろ

う．

　初め の く阿 弥陀仏真金色偶 〉 は 十
一世紀後半に活 躍 し た桐江択 瑛 の 所撰 と伝 え られ て い る。 こ の

鶴
・飜 、 第懐 身観 に 依ま処して 削 ・儲 IJを力強 く詰賛しf… J の で あ る が ・当時天 台？

’

＃F　t．1　Y（の 鰰 L

〈組 観 仏 〉 な ど で知 ら れ る欝 理解が 鰍 であ っ た状 況 の 中 で 、鱒 の 景響 を受け た事観 的 な轟賛

仏偈で あ り、それ ゆ え長 く多くの 八 々 に 用 い られ た tt

と こ ろが 、こ の q・嚇 齢 、幹 色偈〉 は蜘 似 タ イ ・ 本〔N・．4474）に く＋ 念文 〉と L て・当1曷 獣゚

弥 陀 三 酪 三遍地 齬 薩一・遍の 融 で 見 出され た
。 そ こ で 新 た に 二二つ の 課題 が 生 じ た ・そ の 第

一

は♂ ｝H 一般 に 瓣 轍 鵡 ・写年代 が＋
一・

世紀前半 下 財乏と され て い る の に 何販 ＋
一 世紀後半 の 讃
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仏偈 が 認め られ るか とい う問題 で あ り、他の
一

つ は く弥陀三 尊 ・地蔵菩薩〉 の 十念作法は何時頃 の

成立で あ り、どん な変遷 を辿 っ た の か とい う問題 で あ る。 こ の 二 つ の 課題は 、 『念仏超脱輪廻捷
．
径

経 』 形成に は 直接 に 関係しな い が 、敦煌 文 献に よ っ て 初め て 提起 され た極 め て 重要 な問題、中国浄

土教 で の 隠 さ れ た 実態 と して 考察 した
。 第

一
の 書写年代 に つ い て は

、
こ の 分野に 素 人 の 筆者に と っ

て は 断定す る資格は な い の で 、十
一

世 紀前半説 と十
一

世紀後半説 の 妥当性 を提示す るに とどめ た J

第二 の 〈弥陀三 尊 ・地 蔵菩薩〉 の 1・念作法に っ い ては 、敦煌文献に よ っ て初め て知 られ た 形態で あ

り、か つ 、弥陀 ・地蔵信仰 の 融合は 、イ ン ド浄土教で は資料的に 認め られ な い 、中国浄土教の 独 自

、の 特徴 を示 す念仏作法 で あ る。こ こ で は 、『五会法事讃』略本 、 S．6109、　 S．4474の 三 資料、中国社

会で の 地 蔵信仰の 成立 と流行 、疑経 で の 両信仰 の 事例 を考察す る こ とに よっ て 、当 く十念作法〉 の

萌芽成立 を八世紀前半 、現 行 の 盛行は 十世 紀、更に ト
ー

世紀後半に も行われて い た こ とを論証 した 。

　 と こ ろで 、〈弥陀三 尊 ・清浄大海衆菩薩〉の 多称念仏 の 成立 と変遷 は ど うで あ っ た ろ うか
。 まず そ

の 原形 は浄 土経論 に説 く弥陀三 尊 ・眷属 〔声聞菩薩な ど〕無数 に 依拠す る く弥陀三 尊 ・諸菩薩清浄

大海衆〉 で あ り、曇鸞 ・
善導 の 礼讃に 見出せ た

。 それ が 唐中期以降 の 浄土 教に なる と、阿弥陀仏の

多称化 は進んだ が 、
「諸菩薩清 浄 大海衆」

へ の 念仏は姿 を潜め 、〈弥陀三 尊 ・地蔵菩薩 〉の 念仏作法が

盛行 し て い た 。宋代に 入 る と、阿 弥陀仏へ の 多称 念仏化が 進む と と もに 、天 台遵 式に よ っ て 初め て

く弥陀三 尊
・清浄大海衆菩薩〉 の 念仏作法が 主張 され 、そ の 教化力の 大 きさ もあ っ て徐 々 に定着 し

て い っ た
。 従 っ て 、宋代十一世 紀に は く弥陀 三尊 ・地蔵菩薩〉 と く弥陀三 尊 ・清浄大海衆菩薩〉 の

両念仏作法 は と もに行わ れ て い た 。更に 、十二 世紀 「
竜舒浄土 文 』 か浄土文類 を集録 した時代に は

く弥陀三 尊 ・地 蔵菩薩〉 の 念仏作法 は衰勢を辿 り、当時の 浄⊥ 行業者が誦 した
「
讃仏偈 く阿弥陀仏

真金色偈〉」 と 「回向発願偈」四 篇の 後に く弥陀三尊 ・清浄大海 衆菩薩〉 を多称す る念仏作法は 盛行

して い た 。他方、同 じ頃には 「念仏超脱輪廻捷径経 』 の 後半部分 を構成す る
「
回向 発願偈 」 とそ の

前に 唱 え る 〈弥陀三 尊
・諸上善人 〉 の 念仏作法 もまた嬲 な晨朝作法 として成立 し行われ て い た 。 従

っ て、十 ．二世 紀 に は 二 つ の 讃偈 ・念仏作法 は 夫 々 盛有 して い た わけ である 。 や か て 、二 つ の 讃偈は極

め て 類似する二 つ の 念仏作法 を媒 介 として結合 し、
『
念 仏超 脱輪 廻 捷径経 』の構 成に な り、長 く毎朝

の 勤行作法 として用 い られ た
。

　以上 の 考察には 、なお 未解決な難点、なすべ き課題 が 残 され てい るが 、こ うした関係資料 を結ふ と

き、阿弥陀 仏信仰 を素朴に 表 わ した 僅か な讃偈 と念仏 作法 が連綿 と時 々 に 姿 を変 えて生 きつ づ け 、

讃仰 され た様相か 浮び 上 が る。今 日 で は 、殆ん ど注 目され な い こ の 疑経 を何気 な く読む とき、わ れ

われ は た だ 阿弥陀仏信仰 をゴ重く表現 した讃偈 の
一

つ として等閑視す るわ け だ が 、その 先行する関係

資料 を知 るな らば 、僅 か 数行の 讃偈 ・念仏が 数世紀に わ た っ て 生 き続け
、 多 くの 人 々 の 信仰 の 依 り

ど こ ろ とし て 敬 慕 された 躍動 的な働 きに 驚か ざ るをえな い の で ある 。

追 記 ：鎌 凵」・鱗 閉 漸 脅ll発 ｝・ ・
「
中 国 f燉 の fr葦i鐓 礼

一
念 仏 法 会に つ L・て 一

1．畊 II54年 度 ・H・＃・・V，　Wt学 会 、学 術 大 会 ）

　に よ る と 、（弥 陀 観 音 勢 至 ・Vi’　U
’
F大 海 衆菩 薩 〉 の 念 仏は 現 約 の 中 国 で も行 わ れ て い る そ うて あ る。そ こ に わ れ わ れ は

　先 人の 残 し伝 え た 念 仏作 法 冫い極 め て 艮 い 歴史の 中 で 生 さ 統け た 生 命 力 を一1暫強 く悠 じ る て あ ろ 凱．

　本稿では 、疑 経形 成 の
一要因 と して 、中国人 に よ っ て創作 され た讃 ・偈文が 疑経 の 構成袈素 の

一

つ に な っ て い る こ と、そ こ に は様 々 な背景が 含 まれ て い る こ と の
一

例 を論述 し た 。こ の 事例 は筆者

が 関心 を持 っ て い る浄 土思想関係 の 諸 資料 の 考証の 際に偈 々 認 め た 一
例 にす ぎな い が 、

’
．こ れ に よ’

り
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て 更に次 の よ うな諸点が 確認 、か つ 予想で きる と思わ れ る。

　第
一．一

に 、疑経形成 の 要因に は 、敢初に紹介 した ように 牧田諦 亮博士 に よ っ て 指摘 され た 六種 の 分

類、政 治的 、思想的 ・社会的な様々 な要因 が 知 られ て い る け れ ど も、それ に 構成的要因 を加え る こ

と が で きる 。 こ の 要因の 利点 は 比較対照 が 容 易で 、そ の 形成過 程 か 資料的に 明確 に辿 れ る点 で ある。

　第二 に 、構成的要因 の
一

つ に讃 ・偈文が 考
．
え られ る。それ らは初め か ら疑経 を予想 して 作 られ た

もの で は な く、その 時々 の 信仰 ・思想 を発蠏 した もの で あり、それだ け で貴重 な資料で あ るが 、当

時 の 、そ して後 の 社会に広 く滲透 し用 い られ た こ とに よ っ て 、疑経の 一部に 紺み 込まれた 。

　第三 に 、こ う した 疑経 の 成 立 史的研 究 とも言 うべ き考察は 、単に 疑 経 形成に 係わ るだけ で な く、

時代社 会や 成．“flを異に し、内容 を異に した 諸資料 を繋 ぐこ とに よっ て 、現行 の 疑経か ら だ けで は窺

え な い 、生 き生き と した疑経 の 働 き、変遷 が 知 られ る n

　第四 に 、牧 田 博士 か 指摘 して お られ る ように 、敦煌 文献 の 発見に よ っ て 疑 経研 究 も急速な 発展 を

とげ た が 、未 だ す べ て か 明 ら か に な っ た わ け で は な い
。 まして 、雑文的に 書き留め ら れ た 讃 ・偈文

など は 殆ん ど紹介 されて い な い 。こ うした諾資料が 今後続 々 と紹 介 されれ ば 、本稿で 主 張 し た 事例

も更 に現 わ れ る こ とが予 想され る tt

　本稿 で の 難点は 史に 推 敲 を続け 、今 後 も残 され た課 題 と新た な資料 の 検索 と解 明に 努め よ うと思

う。

附 1　既 出念仏
一覧

本 稿 で 取 扱 一
、た 念 仏 作法 の 多 くは 疑 経 その もの に 取 入れ られ た わ け で は な い か 、　讃 偈 とは関 連 して 称 夏 ら れ 連 写

され た の で あ り 、浄 土 教に お け る中 心 的 竹 業が 念 仏 で あ る こ と も勘案 して 、こ こ に 附 録
．
覧す る．

『讃 阿 弥 陀 1ム 働』 〔：曇 鸞 、476 ．542年 ）

※
「濃…腆 伝．Il 『続高｛曽伝 J／巻十 九、645年 ）

　琺 事、i賛」 〔善辱 、613 − 681判

『｛主生．率L辞是丿1　〔善上浄、　613− 681 年 ）

『往 生 礼 讃』
「
後文 1

」．h．会法 事讃 』
広 本 曳771年 頃 ｝

r−h 会 法 事 讃』 略 本 〔77・麿 以 後 ｝

ト
1、3216

S，6埠 9

　 阿 弥 陀仏 へ の 念仏

言賛イ曷こ
』
と に 1三II∫5尓匡とfム

三 称 「珂弥陀仏

潰偶 ご とに 阿 弥 陀 仏

．1【会 念 tl．
、調 讃 後 1二 三 血

』
．．ll」

1　’
句 こ と に ISii∫，；尓iな乞てム

　 第 三 会 ．三 百 余 声

：
散 花 奉仏 後，PLi千 凵

作梵後、：
．
．白
’
凵

弥陀三 尊 と地蔵菩薩 ・清浄大海衆菩薩などへ の念仏

阿弥陀 f∠、・観 世 肖
：

菩薩 ・大勢 至 菩 薩 ・

諸菩 瞬消 浄 大 海 衆

阿 弥陀でム
・観世 鵞 菩 蔭 ・大 勢至 菩幟

．・

諸 哲 薩摩 訶 爾 清 浄 大 淨翼衆

礼 讃 文 の 後 に 、阿弥 陀 仏 ・観 【ll
』
1三1
』
菩 崗 ・

大 勢 至 菩 薩 ・
1渚菩 醸請 再卜大 海 衆

十 称 阿 弥 陀 仏 ・観 音 勢至 諸菩 麟・清 浄サ｛海 衆

作 梵後 に 、i珂弥 陀 仏 ・観 音 勢至 地 蔵 ｝三横 ．

各二 ±L
−1．声

一
大 乗浄 土 讃」

の 後 に 、阿 弥 陀 仏
＝
：念 ・酬 凵

．
畠警

薩三 念 ・大 勢 至 呰 演三 念 ・地 蔵 菖
’
薩；（

一．・念 〕
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疑経 と讃偈
一『念仏超 脱 輪廻捷径経』形成 の 諸 問 題 一

『
往生浄土 決疑行願 門』 （遵 式、964−

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1032年 ）

　 　 　 　 　 〃

『
往生 浄 土 懺 願 儀』 （遵 式 、964− 1032年 〉

’’

　
「
念仏方法」 （遵式、964− 1032年 〉

※
「睡 時十念」

「
灌 頂 伝 」 （

『浄 土 往生伝 』巻中、1064 年 ）

宗蹟の 著述 と伝 記

S 、4474〈十 念文 〉

『竜舒 浄 土 文』 巻 四 （ll62 年）

　 　 　 　 　 　 y厂

　　　　　　n 　　　巻十二

※ 『勅修 自丈 清 規』 巻三 （1338年 ）

※　　　　　〃　　 巻六

　
「
念 仏 超 脱 輪廻捷 径経』

若百声若千声若 万声

或 百 声 T一声 乃 至 万 声

〈阿弥陀仏真金色偈 〉など

或 百声千声 、以 至万 声 、

〈阿 弥 陀 仏 真 金 色 偈 〉

阿 弥 陀 仏 百 声

〈阿 弥 陀 仏 真 金 色 偈 〉

或 百 声
．
或千 声以 至 万 声
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阿 弥陀如来 ・観世音菩薩 ・大勢至 菩薩 ・

清 浄 大海 衆…聖 衆

阿弥陀仏 ・観世音菩薩．・大勢至菩薩 ・

清浄大海 衆菩薩摩訶 薩、或 三 或 七 或 多

弥陀世 尊．・観音菩 薩 ・
大勢至 菩薩 ・清浄海衆

一

切 賢 聖

阿 弥 陀仏 ・観 世 音 菩 薩 ・大勢至 菩薩…清浄 大 海

衆 菩薩摩刮薩、如是三 称〔誦 経後）復三 称

阿 弥 陀 仏 ・観 世 音菩薩 ・大勢至 菩薩
・

清 浄大海衆菩薩、各十 声

十称阿弥陀仏 ・三 称観世 音勢至 及清 浄海衆諸菩

薩

〈阿弥 陀仏 真 金 色偈 〉〈歎砿 〉の 後 に、阿 弥 陀 仏三

遍 ・観世 音 菩 薩 三 遍 ・大勢至 替 薩 三 遍
・
地蔵菩

薩
『・

遍

阿弥陀 仏 ・
観世音菩薩 ・大 勢至 菩薩 ・一切 菩 薩

声 聞諸 上 善 人 、各 卜声 の 後に 〈回 向発 願 偈 〉

念 四聖 号各十 声

菩 薩号各十声 或 百 声

四 聖 号（阿弥陀仏・観 世 音菩薩・大勢至菩薩・

大海 衆 菩 薩）

観 世 音菩 薩・大勢至 菩 薩・清浄大海 衆 菩薩各十 声

観世音菩薩十声・大勢至菩薩十声
・
清浄大海衆菩薩十声

　　　　　　　　　　　　附 2　
『究意大 悲経 』 と 「

臥輪禅 師偈」関係 資料

　本 稿 は 、初 め に 脚注 （p．工 ）した よ うに、昭 和53年度 『日本 印度学 仏 教学会』 で 発 表 した もの の
一・

部で あ る が 、そ
こ で は 第 2 例 と して 」

’
究 意 大悲経』 と ［臥 輪禅師偈」 に つ い て も考察 した ．

橢 で も当初騰 述 予 定 で あ っ た ヵ・
’
・綱 な ど の 軸 で 削除した 。伽 論 及 予 定で い る か 、こ こ で は 関係資料 を挙

げ て お こ う。

「
臥輪 禅師偈 」 （S．6631v）

臥輪無伎量

煩悩 目茲断

渾 々 常不濁

清濁合 不合

同塵 隨物転

寧神泯 是 非

能定百 思想

菩提 日夜長

澄 々 亦不清

占女号 1 ヒ無生

事用常不惑

願得生安．楽国

『究意大 悲 経 』巻二

〔S．2224，大正 85・1370上、

ユ372上 ）

渾渾 常不濁

清濁合不 合

同塵隨 物転

寧神泯 是 非

澄 澄復不清

故号生無生

事．用常不感

現 居安楽国

『景徳伝燈録 』 巻五 （大正 51・245中）

有僧挙臥輪禅師偈 云

　臥 輪有伎倆　能定 白思想

　対境心不起 　菩提 日 日長

六 祖 大師聞之日 、此 偈 未明心地 、

若依 而行之 、是加 繋縛 因、示一

偈 日 、

　慧有旨没イ支f雨　　イく断 百，思想

　対境心数 起　菩提 作麼長

　比 二 偈 、諸 方 多挙 故、附於 巻 末

　臥 輪 者 非 名 即 住 処 也 7．
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